
技術名 概要 レベル1  ［業務理解と業務補助］ レベル2  ［補助付きでの業務リード］ レベル3  ［業務リード］ レベル4  ［業務自体の進展と他者育成］ レベル5  ［業界の推進と新価値創造］

経営戦略策定・
実行支援

顧客の経営活動の総体を捉え、デザインを活用した成長戦略を立案し、実行を支援する力。人・価値・お金・情報・データ・技
術・物の流れをつかみ、あらゆるステークホルダーと協働し、顧客企業組織の持続的な発展に寄与できる。

経営活動の概要を理解し、何が問題であるかを理解できる。PLやBS
などの会計・財務に関する基本的理解があり、バリューチェーンやサ
プライチェーンなど、企業活動を把握し対応するための一般論的な枠
組みを理解している。

顧客の経営課題を捉え、スーパーバイザーと相談しながら提案書をま
とめられる。デザインとビジネス双方の論点をつなげ、生産的な会話
を進められる。

独力でプロジェクトプランを示すことができる。顧客経営者に伴走し
成果を上げられる。中長期の経営観点から、事業ポートフォリオの総
体を視野に入れた仮説構築や提案を行える。事業開発・組織開発・
マーケティング・ブランディングなど自社内の各プロジェクト責任者
と連携し、成果を最大化できる。

経営支援の成功例を複数生み出している。実践を通して、自社のソ
リューション（事業開発支援・組織開発支援・マーケティング・PR支
援・ブランディング支援など）を横断的に更新し、自社の価値創造の
発展に貢献できる。

デザインを経営に生かす新しい知見を創出し、業界を推進できる。企
業組織がどうあるべきかを社会・産業界に提言し、デザイン業界を超
えた影響力を発揮する。

事業開発支援

社会変化の動向を踏まえ、環境価値、社会価値、経済価値を実現するためのビジネス要件をプロジェクトゴールに落としこみ、
事業開発に向けた力強い方針を示す力。顧客にとって有益な改善・革新の活動をデザインの立場から支援できる。事業検討
の諸要素（業務オペレーション設計、価格設計など）に対して、実行力をもった支援を継続的に行える。加えて、顧客だけでな
く「市場」に対して新しい価値の提案を行うためのコンピタンスをもつ。

顧客のビジネスモデルを理解し、事業について何が問題かをおおよそ
スムーズに理解できる。一般的な事業開発の悩みやよくある課題を理
解している。

顧客のビジネス課題を理解し、スーパーバイザーと相談しながら提案
書をまとめられる。各種情報や調査結果などから、事業の成功要因や
成長課題に関する自分なりの仮説を提示できる。

独力で顧客のビジネス課題を解決する効果的なプロジェクトプランを
示すことができる。顧客責任者の良い議論相手となれる。顧客責任者
からのビジネス課題に関する質問に即時回答ができる。

自社のケーパビリティにとどまらない事業戦略提案ができ、実行までの
プロセスを示し、継続的に実行・伴走できる。顧客企業を取り巻く社会
変化の動向を踏まえた業界課題について高いレベルで議論できる知
見をもつ。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

社会・市場の変化を捉え、価値ある先見的なビジネスモデルを示し、
具体的な実行プランに落とし込み継続的な実行支援ができる。単発
の事業開発支援にとどまらないイノベーション・マネジメント視点で顧
客を長期的成功に導く伴走ができる。ビジネスに対する先見的インサ
イトを社内外に発信し業界での影響力をもつ。

組織開発支援
経営・事業の問題解決や、組織メンバーの発展性や関係性に焦点を当て、組織成長や変革を支援する力。MVV、組織風土、
業務改革、事業創出、人材開発、組織設計、EXデザイン、デザインオペレーション等の論点に対して、包括的・長期的視点か
ら具体的なアクションを設計し、顧客の自律的な問題解決力を高めながら実行を支援する。

組織開発の基本概念を理解し、一般論的な組織課題を把握している。
プロジェクト責任者の指導のもと、組織調査や研修、ワークショップの
ファシリテーションなど業務のサポートを行える。

顧客の組織課題に仮説を立てられる。仮説に基づき、顧客からの質問
や相談に対して適切な情報提供と建設的な対話を行える。スーパー
バイザーのサポートのもと、組織調査の実施や結果分析を行い、一部
施策の推進をリードできる。

顧客の経営・事業の戦略・課題と連携したプロジェクト提案ができる。
社内のケーパビリティを活用し、組織調査、課題抽出、施策の提案・推
進を、顧客側のステークホルダーを巻き込みながら主導できる。組織
の持続的成長を見据えた中長期ロードマップの策定を支援できる。

複雑な組織課題に対して、組織状況の診断・分析、人事制度構築、組織風土改
革、カルチャー醸成など、施策を提案・推進できる。デザイン領域外の専門家な
ど社内外のリソースとケーパビリティを活用した複合的な施策を提案・実施でき
る。長期成果を見据えて顧客組織内のステークホルダーを効果的に巻き込み
ながら、経営層の参謀として組織変革を支援できる。

社会・市場の変化、事業の成長段階を踏まえ、経営層と継続的な信頼
関係を構築し、組織戦略・施策に伴走できる。組織課題に対して、社内
外のケーパビリティを活用し、他分野の課題（事業開発など）への提案
を行える。業界に影響を与える新たな価値を創造し、発信することで、
組織開発支援のあり方を進化させられる。

マーケティング・
PR支援

商品・サービスの興味喚起から購買・継続・紹介等に至るカスタマーサクセスのプロセスを計画し、成果創出のための戦略を
立案できる。各種ITソリューションや情報メディアを活用・実装した上で、成果指標達成に向け継続的に顧客に伴走できる。
顧客の優位性を構築・維持するために、ステークホルダー（生活者・従業員・求職者・株主等）とのコミュニケーション方針や
PR（パブリック・リレーション）方針を策定し、成果を上げられる。

提示された問題・課題が理解でき、業務を補助できる。自社のケーパ
ビリティや提供ソリューションを、顧客の問題・課題に即した形に言語
化できる。プロジェクト責任者の指示のもと、部分的な業務を実行でき
る。

一般的なマーケティング戦略のセオリーを理解しており、顧客の顕
在・潜在的な問題を論点化・整理できる。デジタルマーケティングに
関する最新知識を有しており、必要なツールやソリューションを提案
できる。必要な調査を企画・実行でき、プロジェクト責任者を補佐でき
る。

マーケティング・PRに関するプロジェクトを顧客に提案したり、実行指
揮を執れる。必要な成果に向けて指標を設定し、アナログ・デジタル
を問わず投資効果に合った最適なメディア活用を提言できる。インサ
イドセールスのプロセスを設計できる。マーケティング・PRに関する
アウトプットの方針を立て、制作物のディレクションを行える。

自社のケーパビリティを最大限に発揮できるような、マーケティング・
PRに関するソリューション（自社独自のプロセスやフレームワーク等）
を構想し、成果をもたらせる。マーケティング・PR分野に関して、他者
（社内外）を積極的に育成し、技術向上に貢献できる。

マーケティング・PRに関する顧客企業の中期計画を立案でき、事業
部長および経営者レベルと継続的に伴走できる。マーケティング・PR
の視座から顧客企業の組織をどう変革するかを提言できる。マーケ
ティング・PRに関する広く普遍的なプロセスやフレームワークを業界
に向け提言し、自社のプレゼンスを向上させられる。

ブランディング支援

顧客のステークホルダーの「認知」をデザインし、顧客に優位性をもたらす力。コミュニケーションメディアの具体化だけにと
どまらず、社会、企業、事業、商品・サービスなど複数の視座から「企業のビジョンやパーパス」「優位性を生み出す認知」「認
知を強化するUX」「優位な認知を届けるための組織行動やしくみ」「組織行動を最適化する成果指標」を企画し、優位性を実
現することができる。アウターブランディングだけでなく、インナーブランディングも含む。

提示された問題・課題が理解でき、業務を補助できる。自社のケーパ
ビリティや提供しているソリューションを、顧客の問題・課題に即した形
に言語化できる。プロジェクト責任者の指示のもと、部分的な業務を
実行できる。

一般的なブランド戦略に関する知識を有しており、顧客に説明できる。
顧客の顕在・潜在的な問題を、ブランドの観点から論点化・整理でき
る。調査やワークショップを企画・実行でき、プロジェクト責任者を補
佐できる。

ブランディングに関するプロジェクトを顧客に提案し、実行指揮を執
れる。成果に向けて指標を設定し、最適なUXやその中でのメディア活
用（アナログ・デジタル問わず）を提言できる。アウトプットの方針を立
て、制作物のディレクションを行える。

顧客が抱える企業ブランド、事業ブランド、商品・サービスブランドを、戦略的に
統合管理する方法を立案し、実現に向けて伴走できる。一貫性のある認知・体
験を与えるためのしくみ（デザインシステムやブランドガイドライン）の整備にも
貢献できる。顧客経営者と企業ビジョンやパーパスを構想し、組織内の自分ごと
化を促進する活動を行える。

デザイン経営の視点から、ブランド構築に向けた中長期的な施策やそ
の投資効果について、顧客経営者に提言し実行を補佐できる。ブラン
ディングに関して社会的に注目される事例を生み出せる。ブランディ
ングに関する広く普遍的なプロセスやフレームワークを業界に向け提
言し、自社のプレゼンスを向上させられる。

ウェブガバナンス
構築支援

経営・事業計画を踏まえ、顧客がもつ情報資産をさまざまなステークホルダーに向けて適切な情報として整理し、将来のある
べき情報群・サイト群として構想・設計する力。適切なガバナンスラインを見極め、エンタープライズアーキテクチャのフロン
ト要件を理解し、業務・組織の見直しを含めた実行計画としてプロセス化し推進できる。リーガルリスクやシステム制約など、
設計・推進にあたってウェブサイトに関連するさまざまな知識、知見を有している。

プロジェクト責任者の指示のもと、自身の担当する範囲でガバナンス
策定に関連する与えられた業務を遂行できる（調査実施、ドキュメン
テーションなど）。

プロジェクト責任者監修のもと、自身の担当する範囲で、顧客の現状
から、ウェブガバナンスの必要性、強度、範囲などを判断し、あるべき
ウェブガバナンスを検討し、有意な提案をまとめられる。

顧客の現状から、自身の担当する範囲における、あるべきウェブガバ
ナンスを検討し、独力で提案し案件化できる。ウェブガバナンス策定
プロジェクトを自身の専門性の範囲で推進できる。

複数の国や地域を対象としたグローバルプロジェクトや、複数の事
業・ブランド・部門のウェブガバナンス策定プロジェクトにおいて、自身
の担当する範囲の業務について、計画・実施・推進を遂行できる。ま
た、それらに関して他者育成の実績がある。

複数の国や地域を対象としたグローバルプロジェクトや、複数の事
業・ブランド・部門のウェブガバナンス策定プロジェクトにおいて、自身
の担当する範囲の業務について計画・実施・推進を、マルチベンダー
をコントロールする立場で遂行できる。保有する知見により業界をリー
ドしている。

技術戦略立案
顧客の業務を機能要件・非機能要件に落とし込み、課題解決のためのシステムを構想・設計する力。プロジェクトに応じた技
術選定・調達をし、実行計画を立案できる。開発案件におけるリスクポイントを理解し、適切な落としどころに向かえるようプ
ロジェクトを支援する。技術資産・データ資産の横断的な利活用と企業課題を結び付け、実効性のある計画を立案する。

プロジェクト責任者の指示のもと、採用技術・導入サービスや開発方
針の提案をサポートできる。（調査実施、ドキュメンテーションなど）

プロジェクト責任者の支援を受けながら、主体的に技術・システム面
での提案方針を検討し、フィジビリティ・効果・コストなどに考慮した提
案内容にまとめられる。

立場や役割にとらわれず、自身の知見や経験を生かして技術・システ
ム面からプロジェクトを支援する提案を行い、プロジェクト化できる。

プロジェクト要件から技術・システムによる支援計画を立案し、プロ
ジェクト全体の計画にシステムパートのプランを組み込み最適化でき
る。採用技術・導入サービスに応じた内部・外部パートナーの最適な体
制を構築できる。当該技術に関して他者育成の実績がある。

技術・システムによりプロジェクト全体を支援することができる。プロ
ジェクトプランを作成し、タスク設計・見積もりを含めた提案作業を
リードできる。技術・システム面での支援によりプロジェクトと自社の価
値を向上させられる。技術視点で有意な知見を業界に提供している
事実がある。

人材開発支援

組織戦略の実現と目標達成に向けて、デザインの視点もしくは実践力をもって新規事業創出やDX推進に携わる人材の育成
施策を開発・実行する力。組織メンバーに必要な知識・スキル・コンピテンシー・信念を提供し、個々人の独創性と成長を支援
する。経営や業務でデザインの視点や方法論を活用するための能力開発とモチベーション向上を促進し、企業全体の成果創
出へとつなげられる。

人材開発の基本概念や手法および一般的な組織課題を理解し、デザイン能力
やマインドセットの重要性を認識している。一般的な方法論等を理解した上で、
施策の企画・運営補助ができる。プロジェクト責任者の指導のもと、資料作成
や準備、受講者対応、アンケートの実施と集計、ヒアリングのログテイクなど、実
務面でのサポートを円滑に遂行できる。

単発の育成施策を提案できる。顧客の課題やニーズに合わせて既存
の人材育成施策を適切に調整の上、提案できる。スーパーバイザーの
サポートのもと、基本的な分析や行動変容を踏まえた小規模な育成
施策の推進をリードできる。

顧客の潜在課題やニーズを見極め、複合的な活動を独力で提案できる。デザ
イン能力やマインドセットの重要性を顧客の事業戦略や組織風土と関連付け
て説明できる。社内のリソースやケーパビリティを活用しながら施策を推進し、効
果測定と分析を通じた継続的な改善を行える。顧客組織内のステークホルダー
を効果的に巻き込みながら推進できる。

組織全体の人材戦略に基づき、組織の成長段階や成熟度に応じた長期的な施
策の提案ができる。育成施策とキャリア開発の成果を事業目標に連動させ、デ
ザイン領域外の専門家と協働するような体系的な施策を提案・実行できる。長
期成果を見据えた継続支援を提供し、顧客側のステークホルダーを効果的に
巻き込むとともに、社内外の人材開発担当者の育成を担える。

経営層に対して社会・市場観点を踏まえた提案ができる。働き方の変化など、デ
ザイン以外の論点も組み合わせた先進的な提案ができる。新たな知見を創出
し、対外的に発信することで業界に影響力を発揮できる。デザイン業界の枠を
超え、広く社会・産業界に向けて組織や人材に関する新たな知見を生み出すこ
とで、社会全体の創造性を高める影響力を発揮する。

プロジェクト
プランニング

価値創造・問題解決のためのプロジェクトを計画し、プロセスの設計、タスクの設計、手法の選択、スケジュール作成、見積も
り作成等ができる力。顧客にとっての最適なQCDを提示できる。社内外に適切にネゴシエーションできる。必要な人的資源
（社外メンバー含む）の見積もり、メンバーアサイン、状況に応じたチームビルディングを行える。

プロジェクト責任者からの指示方針をもとにプロジェクト設計の要件
をチームで固めた上で、それを実現するために適切な形で情報を収
集し、提案書に落とし込める。リスク管理およびコンプライアンス遵守
の観点をもち、契約に関する基礎的な知識をもっている。

プロジェクト責任者の支援のもと、顧客から提示された与件から目的達成のた
めの要件を定義し、プロジェクトのプランニング（スコープ設計、タスク設計、手
法選択、スケジュール作成、見積もり作成等）を行い、必要な人材のアサインが
できる。リスク管理およびコンプライアンス遵守の観点からプロジェクトに適切
な契約形態を選択できる。

顧客から提示された与件・要件の本質的な問題・課題を分析して、自
社ケーパビリティやメソッドを生かし独力で要件を定義し、プロジェク
トプランニングと社内外含む最適な体制構築をリードできる。リスク管
理、コンプライアンス遵守に加え、知財活用等の観点からプロジェクト
に最適な契約形態を選択できる。

顧客から提示された与件・要件の本質的な問題・課題を社会および
顧客の現況や周辺情報から分析し、幅広いプロジェクトを計画でき
る。前例や経験にとらわれない柔軟なプロジェクトプランニングと体
制構築ができる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担え
る。

顧客から提示された与件・要件の本質的な問題・課題を社会および
顧客の現況や周辺情報から分析し、難度の高い大規模なプロジェクト
を計画できる。さらにその知見を社会に還元し、業界をリードする立場
にある。

プロジェクトリード
プロジェクトのあらゆる場面で、仮説を含めた最適解を自ら提示し、プロジェクトを前進させる力。社内外メンバー（顧客含む）
にベクトルを示し、共創できる。メンバーの動機付けを行い、ポジティブで創造的な文化をつくり出せる。

プロジェクトメンバーとして、プロジェクトの目的・与件・ゴール・プロセ
ス・体制を理解できる。プロジェクト責任者に、プロジェクト品質を高め
るための提案を行い、成果を上げられる。

スーパーバイザーのレビューを受けながらプロジェクトの責任者として
適切なアクションプランとゴールを示し、遂行ができ、成果を上げられ
る。顧客へ、プロジェクト前進に貢献する提言を行い、顧客のアクショ
ンにつなげられる。

独力でプロジェクトのチームメンバーに前進するための具体的なアク
ションとプロジェクト全体像のゴールを示し、プロセスをリードして成果
を上げられる。顧客担当者から強い信頼を勝ち得ている。

プロジェクト遂行に必要な顧客組織人材を巻き込み、プロジェクトの
成果をより広いレベルで波及させられる（結果的により広いプロジェク
トにつながる）。社内だけでなく顧客に対しても、強い推進力を有して
いる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

プロジェクトリードとしての役割を他メンバーに委任した上で適切にプ
ロジェクト状況を把握し、顧客も含めた複雑な組織力学の中で、ゴー
ルに向かうためのモチベートや軌道修正支援を行える。顧客マネジメ
ント層に対しても、強い推進力・影響力を有している。

プロジェクト
マネジメント

プロジェクトの総合的な責任者となれる力。ビジネス要件からプロジェクト立案を行い、ゴールまでの推進・進行を指揮でき
る。チーム全体の采配・指導だけでなく、発生する課題に対して適切な対処ができる。リスク管理（稼働・利益・タスク・スケ
ジュール）と、クオリティ管理を実施できる。なお、レベル3までは社内や自社商流上で完結する、比較的低リスク・小中規模
案件が該当。レベル4以降は自社商流にないベンダーのコントロールや複数プロジェクトを束ねるような高リスク大規模案件
が該当する。

プロジェクト責任者のもと、プロジェクトマネジメントに必要なタスク
を問題なく遂行できる。プロジェクトマネジメントの実践に必要な原
理や原則について概要レベルで理解できている。リスク管理とクオリ
ティ管理に関する基礎的な知識をもっている。

スーパーバイザーのレビューのもと、プロジェクトゴールまでの計画を
策定し、具体項目（タスク設計（WBS）・スケジュール作成・費用見積
もり）に分解した上で、プロジェクトマネジメントの遂行ができる。リス
ク管理とクオリティ管理を行える。

社内メンバーが中心のプロジェクトにおいて、独力でプロジェクトゴー
ルまでの具体的な計画を策定し、タスク設計（WBS）・スケジュール作
成・費用見積もりに分解し、プロジェクトマネジメントの遂行ができる。
リスク管理とクオリティ管理を適切に実施できる。

社外リソースを含めた中・大規模なプロジェクトにて、ゴールまでの計
画を策定し、遂行できる。イレギュラーな事態に対して、適切なタスク
の組み替え、体制変更などにより、柔軟にプロジェクトを再設計し、実
施できる。他の模範となる成果を出せる。社内外の人材育成を、OJT
と研修の両面から担える。

複雑なステークホルダーが関連する大規模プロジェクトのマネジメ
ントを遂行できる。プロジェクトが大きな成果を出し、社内外で高く評
価される。社外に登壇、情報発信するなど影響力をもつ。スーパーバ
イザーとして複数プロジェクトに参画し成果を上げられる。

コ・クリエーション

プロジェクトやワークショップなどの設計、利害調整、インセンティブ設計などの手法を活用し、異なる立場や背景をもつス
テークホルダー間の対話を促進し、ひらかれた価値創造の場をつくり出し、合意形成に導ける力。インクルーシブデザインや
コ・デザインの考え方に基づき、組織やサービスの社会的責任とビジネス双方の観点から物理的・認知的・心理的なアクセシ
ビリティを担保した共創環境の設計と実行ができる。

ワークショッププランニングの基礎的な流れを理解しており、社内外で
のワークショップのファシリテーションサポートが定常的にできる。イン
クルーシブデザインやコ・デザインに関する基本知識を有している。

目的に沿ったワークショッププランニングを必要な関係者と調整しな
がら自ら設計でき、定常的にワークショップのメインファシリテーション
を務められる。インクルーシブデザインやコ・デザインを取り入れたプ
ロジェクトを提案できる。

プロジェクトの適切なタイミングでワークショップを組み込み、意図し
た成果を出せる。ワークショッププログラムの策定において、適切なイ
ンストラクションを設計でき、即応性の高いファシリテーションができ
る。プロジェクトにインクルーシブデザインやコ・デザインを取り入れ、
多様な人々との共創機会を創出できる。

意思決定権者である経営者や行政官と対話し、共創プロセスをリード
することで意思決定に影響を与えられる。組織内の利害対立や意思
統一に対して、具体的な成果を上げられる。インクルーシブデザイン
やコ・デザインを取り入れ、サービスの可能性を広げられる。社内外の
人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

複数企業同士、利害対立する生活者、労使間、行政課題等のさまざま
な利害関係の対立するステークホルダーの対話を促し、共創・包摂プ
ロセスを通して、社会の視座から見て際立った発展的・創造的な解決
策を導き、成果を上げられる。コ・クリエーションの知見を社会に還元
し、業界をリードする立場にある。

ネットワーキング
デザインプロジェクトをつくり出す力。協働する力。ネットワークを多様にもち、自社やプロジェクトにそれらを活用できる力。
社会のデザイン価値拡大のために広いネットワークを構築できる力。

定常的に外部関係者とのリレーションをもち、ネットワークを広げる活
動を実践している。社会においてデザインの価値を向上させるネット
ワークを複数有している。

自身の保有パートナーでは対応できない際などにおいても、プロジェ
クト責任者を含む社内メンバーに協力を仰ぎ速やかに適切なパート
ナーをアサインできる。自身のネットワークからデザインに関する相談
が複数来ている。

複数パートナーの中から適切に選定・アサインすることができ、トラブ
ルなく業務推進ができる。自身のネットワークから有益な情報をコン
スタントに社内展開している。自身のネットワークからデザインに関す
る相談が定常的に来ている。

単一業種だけではない幅広い社外協業先ネットワークをもち、主体的に社内メ
ンバーへパートナー情報を紹介でき、業務成果を出せる。パートナー活用の相
談先として定着している。自身のネットワークから定常的に社内にプロジェクトを
展開できる。自身からパートナーに働きかけ、組織、社会変革のための有益な共
創関係が築ける。

自身のネットワークから、自社の未来を創造する新規領域業務を創出
せる。自社事業領域外の案件も複数のパートナーネットワークから
チーム組成を行い、プロジェクトを推進できる。自身のネットワークに
おいて、市場における自社のプレゼンス向上に寄与する活動を行い、
成果を上げている。

アカウントリレーション

新規顧客の創出や、既存顧客との継続的な伴走など、幅広くリレーションを構築する力。顧客やリードに対して、適切な問題・
課題把握とそれに対応する情報提供や提案を経て、自社への期待・信頼を得ることができる。既存顧客へは、潜在的なプロ
ジェクトリスクに迅速に対応し、信頼につなげられる。信頼関係を長期的に築き、取引終了後も伴走し価値を提供し続ける。そ
のための情報管理や社内連携を行うことができる。

上長やプロジェクト責任者の補助のもと、顧客の課題理解と提案、プ
ロジェクトリスクの察知および対応など、基本的な顧客対応ができ
る。社内メンバーに対してアカウント管理の視点から業務を支援でき
る。

顧客の課題理解と提案、プロジェクトリスクの察知および対応など、基
本的な顧客対応ができる。顧客対応に関する情報を社内関係者と共
有し、組織的な提案に貢献できる。新規リード創出のための未取引客
へのアプローチや、既存顧客へのリテンション活動を実践できる。

顧客の潜在ニーズや自社の潜在リスクを察知することができ、担当顧
客に対して体制構築を含め実行プラン・改善策の提示ができる。複数
の顧客や潜在顧客から高い信頼を得ている。リードナーチャリングやリ
テンションに必要な施策の企画から実行管理までを行える。

既存・新規問わず、顧客から信頼され、全社横断的なプロジェクト創出を定常
的に行える。既存顧客へ付加価値が高い提案を継続的に行い、顧客の活動ス
テージを上げるような貢献ができる。顧客から定期的に相談が寄せられる。リー
ドジェネレーションやリードナーチャリング、リテンションなどの手法を発展的に
活用し、業務水準を向上させられる。

大規模プロジェクトや抽象度・難度が高いプロジェクトにおいて解決
に向けたプロジェクトを構築し、推進できる。複数の顧客マネジメント
層と信頼関係を構築できる。アカウントリレーションの知見を発展させ、
それを公開し業界に貢献できる。成果を継続的に生み出し、産業の発
展と社会生活・文化の発展に貢献できる。

ネゴシエーション

金額、スケジュール、契約内容、プロジェクト要件、技術要件などの各種条件を交渉し、自他含め健全なビジネス環境をつくり
出す力。顧客やパートナーとの適正な業務状況をつくり出すための行動力が身に付いており、「交渉時」以外でも常時発揮さ
れる。「交渉力」のコントロールと、「交渉力」を生かした「交渉能力」の技術を有している。プロジェクト成果に必要な意思決定
に対し、根拠や検討軸を示し、全体最適に向けた働きかけ・調整等の行動が取れる。

上長やプロジェクト責任者の補助のもと、予算・スケジュール・プロ
ジェクト要件など顧客との交渉ができ、問題なく遂行できる。通常業
務における平時対応について問題ない交渉ができる。成果達成のた
めの必要な説明能力を有している。

独力で交渉を進められる。リスクを察知できる。交渉時のポイントを見
分けられ、適正なプロセスで対処できる。プレゼンスコントロールが常
時身に付いている。

交渉のストーリーを独力で描き、実行できる。自身の関わりのない案件
においても他者にアドバイスできる。プロジェクトの内容に応じた適切
な契約形態を選択できる。リスク管理およびコンプライアンス遵守の
観点から、関連する法令（著作権、商標権、特許権など）の基礎的な
知識をもっており、遵法性を意識した合意形成が図れる。

プロジェクト要件の変更、内部事情による体制変更、見積もり変更な
どの発生時、種々の問題発生時にも、顧客に対して適切な説明・交渉
の上、健全な業務環境を維持できる。自身だけでなく他の交渉担当者
に対しても支援できる。

提携交渉、法的対応等、重要な交渉事に対し、役員関与のもと、迅速
で十分な情報収集、分析、交渉ストーリーの設定などを行い、自社に
とって重大な交渉対応を実行できる。

ドキュメンテーション
クライアントプロジェクトおよび社内業務において、調査分析やその他情報収集、他者との連携を行い、有用な資料やコンテ
ンツを作成できる。必要十分な情報量と情報構成、わかりやすい文章表現や図表化を通して、社内外のステークホルダーと
の円滑な情報流通と共創を促せる。

ロジカルシンキングが身に付いている。プロジェクト責任者の視点か
ら「それほど手を加えなくてもよい」水準で資料作成ができる。

「わかりやすく」「内容が事実と相違なく」「校正が十分であり」「引用
や注釈が適切にされている」問題のないプロジェクト資料や社内資料
を独力で作成できる。ロジックツリーやパラグラフ・ライティングと
いった文章作成技法が身に付いている。

資料やコンテンツを作成するにあたり、自身で論旨展開や役割分担を
設定し、他者に指導・連携した上で、「成果達成に向けて十分な品質
を備えた」資料をチームで作成できる。

大規模な行政文書や報告書、ガイドライン等のドキュメントを、社内外
で連携し作成できる。ドキュメントの内容に関してコンプライアンス（法
令遵守、社会規範の尊重）、インクルージョンの観点などを踏まえた十
分な品質担保ができる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から
担える。

社内外、業界の内外を問わず、専門的な知見や重要な暗黙知を収
集・編集し、市場や業界に影響力のある資料やコンテンツを作成でき
る。社外のパートナーや団体と連携して、業界標準の策定に関わるな
ど、新しい価値を創造する活動ができる。それにより自社のプレゼンス
を向上させられる。

マーケティング＆
デザインリサーチ

プロジェクト課題を適切につかみ、そのゴールや目的に応じて適切なリサーチ・評価の計画を設計・立案し、実行する力。リ
サーチ・検証を、定量・定性、マーケティング・UXデザイン、生成的・検証的など、多面的に行える。目的達成に必要なリサー
チとユーザーテストなどをアレンジできる。取得された定量・定性データに対して、リサーチの目的とデータの性質に適した分
析を行い、統計的事実やインサイトなど有益な結果を抽出できる。さらに発展し、社会に有用な問題発見、意味創出に寄与す
る創造的なリサーチ活動の実践によるクリエイティビティを発揮できる。

基本的な各種リサーチ手法や業務の流れを理解し、プロジェクト責任
者の指示のもと、リサーチや検証、分析を実施できる。グラフ・図表等
を含む統計情報や分析結果を読み解ける。必要な報告を適切に行え
る。

プロジェクト責任者と相談しながら、プロジェクトに必要なリサーチ・
検証手法の選択や実施のプランニングを適切に行える。調査結果を
整理し、ロジカルに分析をまとめられる。分析結果から課題を抽出し、
具体的な示唆を導き出せる。

独力でリサーチ・検証手法の選択や実施のプランニングを行える。調
査や分析の設計・実行、有益なインサイトの発見や仮説構築を推進
し、意思決定者を支援できる。リサーチ・検証手法や、AI等の技術や
データ活用のトレンドを押さえており、社内の相談にも適切に回答でき
る。

「厄介な問題」の解決を目指すような難度の高いプロジェクトにおい
て、適切に情報収集と整理を行い、最適な規模・範囲のリサーチ・検証
手法を選択し、ビジネス成果を出せる設計と遂行ができる。効率的な
リサーチ・検証のためにメンバーに適切にタスクを振り分けられる。社
内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

調査の進め方、分析手法、まとめ方などをカスタマイズ・独自開発す
ることができる。また、独自の視点や分析能力、技術活用にてリサーチ
単独の価値を対内外に発信できる。社会的インパクトのあるインサイ
トを提示した実績を有しており、その知見を社会に還元し、業界をリード
する立場にある。

エンジニアリング
リサーチ

言語仕様や技術トレンドの理解を深め、プロジェクトに必要な技術選定と評価、試作と検証、実現可否の判断、代案の提示が
できる力。

プロジェクト責任者の指示のもと、リサーチを実施し、結果に基づいた
技術面の検討・設計に必要な報告を適切に行える。

プロジェクト責任者と相談しながら、リサーチを実施し、結果に基づい
た技術面の選択肢を提示できる。

機能要件を正しく理解し、独力でリサーチを実施できる。優先度やメ
リット・デメリットを踏まえた複数のアプローチや技術を提示するなど、
リサーチ結果から最適な開発方針を提案できる。

プロジェクト要件に適したリサーチ範囲・方法を検討し、実施を推進で
きる。リサーチ結果を踏まえ、社内で事例のないアプローチや技術で
も積極的に採用し、顧客の課題解決につながる提案できる。

独自の視点や分析能力を発揮し、対外的に技術的な情報発信をする
ことで、自社の提供価値や売り上げの向上・対外アピールに貢献でき
る。エンジニアリングリサーチの教育・指導ができる。

プロトタイピング

プロジェクトの目的に合わせて、最も効果的かつラピッドにプロトタイプを構築し、検証するためのアプローチを設計する力。
価値・フィジビリティ・ルック＆フィールの3つの観点それぞれのプロトタイピングに関する技術や手法に精通し、その中から最
適な方法を組み合わせてプロジェクトに応用できる。構築するだけではなく、顧客課題を踏まえた検証プロセスまで含めて設
計できる。

プロジェクト責任者の指示のもと、プロトタイピングの方法を検討し、
必要な報告を行いながら、適切に実行できる。

プロジェクト責任者と相談しながら、プロトタイプ構築と検証設計を行
える。プロトタイピングのための手法や技術に関する一般的なトレンド
は一通り理解できており、その中から適切な方法を選択できる。

プロジェクトの目的に合わせて、最も効果的かつラピッドにプロトタイ
プを構築し、検証するためのアプローチを主体的に設計し、実行でき
る。プロトタイピングのための手法や技術に関する最新の動向やトレン
ドを把握した上で、最適な方法を積極的に提案できる。

技術面のみならず、ビジネス要件も踏まえてプロジェクトにおけるプロ
トタイピングの位置付けを理解し、顧客課題を踏まえた最適なプロトタ
イピングと検証のプロセスをプロジェクト設計に組み込める。社内のノ
ウハウ強化に貢献できる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面か
ら担える。

プロトタイピングに関する先見的なベストプラクティスを独自に開発
し、プロジェクトに応用することができる。そのような知見を対外的に
情報発信することで、業界での影響力をもつ。

デジタルプロダクト
ディレクション

デジタルプロダクト・メディアにおいて、ユーザー体験を包括的に捉え、利用者にとって使いやすく魅力的なプロダクトやサー
ビスのアーキテクチャの設計・ルック＆フィールの策定、またはその実装ディレクションを行える。最新のテクノロジーやデザイ
ントレンドに関する知識を常時アップデートし、クオリティ管理やデザイナー・エンジニアへのディレクション、組織のメンバー
のマネジメントに貢献できる。

プロジェクト責任者の支援のもと、ステークホルダーやプロジェクトメ
ンバーと円滑なコミュニケーションを行い、対象プロダクト・メディアの
アーキテクチャ設計・インタラクションデザイン・ビジュアルデザイン
をディレクションできる。

アーキテクチャ設計・インタラクションデザイン・ビジュアルデザイン
とそのプロセスのクオリティを担保。ステークホルダーとの合意形成・
社内外のプロダクトデザイナーやエンジニアへのディレクションを担
い、プロジェクトを円滑に進められる。

ビジネスや技術面における要求事項を主体的に咀嚼、ステークホル
ダーとの構造的な関係性を明らかにし、デザインシステムなどの運用
性・拡張性の高い高付加価値のアウトプットを導き出せる。プロジェク
ト内でのUX/UIデザイナーやエンジニアのマネジメントができる。

ビジネスやエンジニアリング分野の専門家とも主体的に連携し、生活
者・ユーザーへの提供価値やビジネス戦略を包括したアーキテク
チャ・デザインシステムを含む世界観の提案・構築を担い、自社の代
表的な成果を残せる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担
える。

プロダクトやサービスの構想段階からコミットし、市場や顧客のニーズ
を的確に捉えた意思決定ができる。多義的にデザインの構想・推進を
行い、自身の手法や方法論を社外にも発信し、業界の発展に寄与する
ビジョンを示す。組織においてもUX/UIデザイナーやエンジニアの採
用・育成・マネジメントを広い視野で担える。

アートディレクション
コンテンツデザインの特性を理解し、顧客課題に対して適切な解決策やコンセプトの立案・提示を行い、魅力的で伝わるコン
テンツを創出する力。成果物の品質担保、コンテンツディレクション、社内外クリエイターへのディレクション、社内のコンテン
ツデザイナーやUX/UIデザイナーのマネジメントに貢献できる。

小規模案件において、顧客の課題を理解し、アウトプットの方針を自ら
提案し、実現できる。

ビジュアルデザインリード、コンテンツリードを主体的に行い、社内外の
クリエイターを方針に沿ってディレクションし、アウトプットを適切に導
ける。効果的なプレゼンテーションを行い、ステークホルダーとの合意
形成を図れる。プロジェクトを円滑に進められる。

顧客の課題を十分に理解・咀嚼し、幅広いアウトプットの引き出しから、
効果の高い解（クリエイティブだけでなくコンテンツ全体）を提案でき
る。プロジェクトチーム内で、社内外のクリエイターのマネジメントが
できる。紙・デジタル等メディアを問わず、適切なアウトプットを提案
できる。

幅広いメディアへの深い理解をもち、表層的なアウトプットのみなら
ず、生活者・ユーザーへの提供価値・体験や、顧客の課題解消の効果
的な解を生み出せる。自社の代表事例をつくれる。独力でプロジェク
ト化できる。どのメンバーと組んでも一定のクオリティが出せる。社内
外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

問題解決や意味創造のために、ブランド戦略立案やコミュニケーショ
ンチャネル設定の段階からチームを牽引し、効果の高いソリューショ
ンを多義的に構想できる。自身のアートディレクションのノウハウを社
外に発信でき、業界に貢献する実績がある。組織の人材育成・マネジ
メントを広い視野で担える。

テクニカル
ディレクション
クオリティ・技術管理

フロントエンド・バックエンド開発の設計・開発工程のプロセスとタスクを理解し、専門的な知識とディレクション能力で進行
をリードできる。課題点や解決方法を提示しながらシステム設計を推進し、システムの品質評価と管理を行える。

設計・開発工程のプロセスとタスクを理解し、全体またはその一部タス
クの進行管理を行える。

設計・開発工程の全体またはその一部のタスクを推進し、アウトプット
品質を担保できる。顧客との合意形成を推進し、プロジェクトを円滑に
進められる。

顧客の課題やシステム要件を正しく理解し、必要な視点や方針を示し
ながら、システム設計の推進を行える。職種と役割を超えてプロジェ
クトメンバーをディレクションし、システムの品質評価と管理を行える。

技術面でのアウトプットのみならず、ユーザーへの提供価値・ビジネス
要件を考慮した運用・管理、システムの提案・構築ができる。組織にお
ける人材育成・マネジメントを継続的に担える。

サービスやプロダクトの構想段階からコミットし、主にシステム面から
プロジェクトを推進できる。組織の人材育成・マネジメントを広い視野
で担える。

エクスペリエンス
デザイン

対象となるコンテンツ・サービス・製品・システムにおけるユーザー体験・カスタマー体験のデザインを行う力。必要な調査・
分析を実行し、得られたインサイトをもとにユーザーの要求を満たすユーザー体験（カスタマー・従業員など）を構想し、実行
に向けたアクションを起せる。

UXデザインやHCDについての基礎的な必要最低限の知識を身に付
けている。プロジェクト責任者の指示のもと、タスクを遂行できる。

基本的なUXデザインの手続きを理解し、主体的にタスクを遂行でき
る。ユーザー調査結果からインサイトを導くための手法（価値マップ作
成 など）や、ユーザーテストによる課題抽出、ユーザーの体験フローの
可視化（ジャーニーマップなど）などを自身で実施できる。

専門的な知識・スキルを有し、サービスやプロダクトにおけるユーザー
体験の構想・設計を推進できる。調査・テスト設計、コンセプト策定を
行い、ステークホルダーへの提案と理解促進に大きく貢献できる。

ユーザー体験構想のためのプロジェクトプランの設計・提案を実行で
きる。顧客提案価値を満たすための、フロントとバック双方の体験設計
ができ、その中のトレードオフ解消に対し、有意な提案ができる。豊富
な知識とスキルを組み合わせ、新しい価値提供の形を生み出せる。社
内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

UXデザインに関する社会的な知見の普及発展を担える。ユーザー理
解のプロセスを経たプロジェクト・製品・事業の企画やデザイン手法
の開発を行い、市場に対して新しい価値を提案できる。顧客の複雑な
業務体系、人事体系、インセンティブ体系等を把握し、最終顧客課
題・経営課題双方を満たす体験設計の解答を示せる。

情報設計
プロジェクトのビジネス要件や定義されたユーザー体験・改善すべき業務上の課題を踏まえ、情報・コンテンツの役割やあり
方・関係性・構造などを総合的に整理・分類・定義を行い、利用者に提供するコンテンツ・インターフェースや業務における管
理方針・フローを設計する力。

情報設計の基本的な手法・プロセスを理解している。プロジェクト責
任者の指示のもと、与えられたインプットから、自身が担当する範囲で
適切にアウトプットできる。

プロジェクト責任者の支援を受けながら、設計業務を社内でリードでき
る。

専門的な設計スキルを有し、アウトプットの目的とゴールをもとに、具
体化のための検討プロセスを独力で設計できる。自身のスキルで主体
的に検討プロセスを遂行し、顧客との合意形成を行える。既存メディ
アやサービスについて情報設計観点での改善示唆を行える。

顧客の課題とユーザーニーズを分析し、アウトプットの役割・ゴールと
成果指標を定義できる。具体化のプロセスを提案し、社内外の検討を
リードしてプロジェクトを推進できる。メンバーのアウトプットへのレ
ビューを行える。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

情報設計による課題解決を高いレベルで実現し、高い評価を得られる
具体的な成果へ導ける。新しい設計手法や概念を積極的に取り入れ、
組織の対応力底上げや業界的な評判に貢献できる。

ウェブアクセシビリティ
ウェブアクセシビリティに取り組む社会的な目的や対象を正しく理解し、国内外のガイドライン・規格の違いや法令についての
知識を有している。プロジェクトにおいて、ウェブサイト構築の全ての工程において専門性を発揮し、メンバーの支援・推進を
行える。

ウェブアクセシビリティに取り組む社会的な目的や対象を理解し、専
門家や推進メンバーの指示のもと、ウェブサイトの構築・運用において
実施するタスクを遂行できる。

ウェブアクセシビリティに取り組む社会的な目的や対象を正しく理解
し、社内外に伝えられる。国内外のガイドライン・規格の違いや法令を
理解し、専門家の支援のもと、ウェブサイトの構築・運用における短期
的な目標達成の支援を計画・実行できる。

専門家の支援のもと、クライアントのビジネス事情などにも考慮した上
で、対象とするガイドライン・規格や達成基準などの方針を策定でき
る。中長期での目標達成の支援を計画し、実行のプロセスを推進でき
る。

あらゆるウェブアクセシビリティ対応プロジェクトの計画から実行まで
を専門的な知見により支援・推進できる。専門家として、ガイドライン・
規格に対応したウェブサイトの試験を実施し、レポートとして改善すべ
き内容を提示できる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担
える。

専門家として、対外的にウェブアクセシビリティの意義や重要性の発
信を続けている。社会や行政に対して、新たな価値の提言や社会実装
の支援を行える。

UIデザイン
利用者にとってわかりやすく、使いやすく、アクセスしやすいデジタルプロダクトのUIをデザインする力。機能要件の理解、
ユースケースとオブジェクトの整理・再構築、汎用性・拡張性・一貫性をもったコンポーネントやビューの設計、実現性を担保
するためのエンジニアとの円滑なコミュニケーション、更新・改定を踏まえたドキュメンテーションを行う能力を有している。

ユーザビリティ・アクセシビリティ・オブジェクト指向UIの設計思想と一
般的なOSのUIガイドラインに関する基礎知識を有している。上位者の
指導のもと、要件をもとにしたUIをデザインできる。目的に応じてUIの
プロトタイピングを行い、使いやすさの検証ができる。

上位者と協業し、要件をもとにしたUIのデザインとUIの意図や仕様の
説明やそのためのドキュメンテーションができる。エンジニアとの実現
性観点のコミュニケーションができる。目的に応じたプロトタイピング
手法の選択と実行ができる。

対象となるデジタルプロダクト全体または部分のデザイン要件の定
義、合意形成などのコミュニケーションをリードできる。エンジニアとの
実現性観点のコミュニケーションが円滑に行える。更新・改定を踏まえ
た仕様やルールのドキュメンテーションができる。

要求分析と定義、要件定義、デザイン、実装などの一連のデジタルプ
ロダクト構築における工程で貢献できる。UIデザインプロジェクトのプ
ラン（工程・手段・期間・体制）作成、品質管理のためのディレクション
を行える。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

専門的価値が社内外で認知されている。新たなデザイン手法や商材
の企画・開発・プロジェクト実施を経て、市場に向けてその成果の発
信・提案を継続的に行える。

エンジニアリング設計
プロジェクトのシステム要件や定義されたユーザー体験、改善すべき業務上の課題を踏まえて、設計方針や手法を提案しな
がら開発仕様に落とし込む力。インタラクションや使い勝手などの機能面と、拡張性・安全性・保守性などの業務面を考慮し
たフロントエンド・バックエンドの仕様を設計し、実装につなげられる。仕様やルールをドキュメントとしてアウトプットできる。

プロジェクト責任者の指示のもと、与えられたインプットから、システム
設計に必要なアウトプットができる。

自身の専門領域における設計知識を有し、プロジェクト責任者の支援
を受けながら、システム設計のプロセスを遂行できる。

前後工程の担当メンバーと、円滑なコミュニケーションのもと仕様検
討を推進できる。エンドユーザーと顧客双方に有益な開発仕様を設計
できる。仕様やルールをドキュメントとしてアウトプットできる。

顧客の課題や開発要件をもとに、プロジェクトに最適な設計方針と検
討プロセスを提案し、高度な開発仕様の設計を推進できる。プロジェ
クトメンバーのアウトプットの評価と管理を行い、プロジェクトの各工程
で設計品質を担保できる。

大規模案件の要件定義・開発仕様の設計など、顧客の課題解決をシ
ステムで支援するための具体に落とし込む検討をリードできる。マル
チベンダー体制での役割分担を超えて、プロジェクトに有益な提案を
行える。アクセシビリティ観点を踏まえた設計やアウトプットの評価が
できる。

コンテンツ
マネジメント

プロジェクト要件からコンテンツの役割・ゴールを定め、生活者・ユーザーへのリーチ方法を含めてコンテンツを企画し、具体
的な成果を提示できる力。リサーチ技術を活用し、タッチポイントに応じたコンテンツ提供手段や集客を検討できる。ステーク
ホルダーを動かすコンテンツを企画し、ライターとも協働し、具体化をリードできる。コンテンツを創出するだけでなく、その効
果測定・ROIの提案等を顧客に行い、「コンテンツ」が成果を上げ続ける計画を提示できる。

プロジェクト責任者の指示のもと、コンテンツ検討に必要なアウトプッ
トができる。

プロジェクト責任者の支援を受けながら、コンテンツ検討に必要なプ
ロセスを遂行し、アウトプットできる。

コンテンツを評価する手法を理解している。具体的な成果やユーザー
への提供手段・集客等を含めたコンテンツを提案し、具体化のプロセ
スを遂行できる。開発体制構築、品質管理、運用管理を行える。

プロジェクトにおけるコンテンツの役割・ゴールと成果指標を定義でき
る。成果を最大化する企画と検討プロセスを提案し、具体化をリードで
きる。アウトプットのレビューを行える。社内外の人材育成を、OJTと研
修の両面から担える。顧客企業が事業成果を達成するための中長期
のコンテンツ運用プランを提示できる。

プロジェクトの要件に応じて提供方法にとらわれないさまざまなコンテ
ンツの提案を行い、具体的な成果へ導くことで高い評価を得られる。
新しい設計手法や概念を積極的に取り入れ、組織の対応力底上げや
業界的な評判に貢献できる。コンテンツマーケティングに関して顧客
マネジメント層の高い信頼を獲得している。

コンテンツデザイン
伝わる、心を動かすコンテンツを、情報を創出・整理し編集的にデザインする力。事業内容、企業ビジョン、顧客が伝えたいこ
とをストーリー・形にできる。コンテンツをゼロ段階から企画・創出できる。また、高速にコンテンツを創出し検証を行えるように
するなど、プロトタイピングにおいても成果を上げられる。

プロジェクト責任者の指示・監督のもとで、支給された情報素材を整
理し、編集的にデザインできる。

支給された情報素材に対して過不足の精査ができ、編集的にデザイ
ンできる。また、そのような業務を遂行するポジションとして方針設定・
意思決定業務を担当できる。

自ら顧客と交渉し、目的に合った適切なコンテンツデザインを提案、遂行でき
る。情報素材の支給を受けずともゼロベースでコンテンツをつくれる。紙メディ
ア・デジタルメディア問わず、コンテンツを創出できる。そのような業務をリード
するポジションとして方針設定・意思決定業務を担当できる。また、AIの機能と
限界について正しい知識をもち、一部業務の効率化を図れる。

社内重要案件を担い、幅広いメディアへの深い理解と、顧客に信頼される品質
とスピードを保証できる。生活者・ユーザーのニーズと顧客の訴求したいポイント
を捉え、編集的なデザイン手法で効果的なコンテンツを創出できる。社内外の
人材育成を、OJTと研修の両面から担える。AIへの正しい理解をもち、生成AIを
活用したプロトタイピングの高速化と検証プロセスの強化を図れる。

コンテンツデザイン領域において、コミュニケーションメディアの開発や運用、
事業開発・運用、ブランド構築など、どのような業務においても高いパフォーマ
ンスを有する。最終アウトプットの創出のみならず、適切なプロトタイピング手法
等にも精通し、「コンテンツ」「コミュニケーション」に携わる全ての課題で成果を
出せる。生成AIと人間のクリエイティブワークの最適な融合を研究し、新たなコ
ンテンツデザインに実験的に取り組み、業界の発展に貢献できる。

ビジュアルデザイン
ビジュアルデザインの知識を有し、課題解決・正確な情報伝達・世界観の確立・価値の探索など、可視化する能力をもってプ
ロジェクトに貢献する力。感性的な価値、意味的な価値を向上させられる。静的・動的などの特性を捉えた、媒体を限定しな
いビジュアル表現ができる。

ビジュアルデザインの基礎能力をもち、上位者の指導のもと、目的に
応じて最適な視覚表現を選定できる。成果物を求められる時間内に
完成させられる。

単独でビジュアルデザインを遂行できる。顧客やユーザーに対してプ
レゼンテーションし、デザインの意図や判断軸の提示など、意思決定
の補助となる言語化を問題なくできる。上位者の管理のもと、検証目
的や条件に即したプロトタイプや、市場流通できる完成度の成果物を
納品できる。

事業戦略やコミュニケーション戦略を、ビジュアルデザインに正しく、
もしくはポジティブに軌道修正するようなレベルで反映できる。ビ
ジュアルデザインの技術によって必要な成果達成に貢献できる。各種
メディアの特性を理解し、領域を横断して魅力的なビジュアルを構想
できる。 独力で市場流通できる完成度の成果物を納品できる。

顧客・自社にとって競合優位になる水準のビジュアルを創出できる。
生み出した成果によって、指名で繰り返し引き合いがありプロジェクト
化できる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

自社のビジュアルデザインのケーパビリティ向上の中心人物として機
能している。成果が業界内で広く知られ高い評価を得ている。自身の
成果による、高条件のプロジェクト化が定常的にできる。

ビジュアル
ディレクション

イラストレーターやフォトグラファー、映像クリエイター、スタイリストやヘアメイクなど、複数の職能を動かし成果を上げられ
る。幅広いネットワークをもち、プロジェクトに応じて活用し、適切な指示出しのもと高品質のアウトプットを生み出せる。

プロジェクトゴールを十分に理解した上で、プロジェクト責任者に対
し、どういうプロフェッショナルが必要かを最適な形で提案できる。

プロジェクト責任者から求められるビジュアル表現に応じて社内外の
プロフェッショナルに適切にアサイン、指示（実行補佐）ができる。実
行補佐として成果を十分に上げられる。イラストレーター、フォトグラ
ファー、映像クリエイターに対する知見を有する。

顧客に対して常に目的に合致したプロフェッショナルを提案、アサイン
できる。社内外のプロフェッショナルに適切なディレクションができ、高
品質なアウトプットを創出できる。イラストレーター、フォトグラファー、
映像クリエイター、その他ビジュアル創出に関わるあらゆる表現手段
に対して、解決策を考案できる。

あらゆる表現メディアのプロフェッショナルを提案、アサインできる。適
切なコストコントロールと社外プロフェッショナルの力を十分に引き出
せる。社内の自案件以外でも適切に助言できる。自身のネットワーク
を社内に有効に活用させられる。社内で指導的立場で他者育成に寄
与できる。

すでに評価の高い社外プロフェッショナルをアサインできるリレーションをも
つ。潜在的な人材発掘ができ、適切なコストコントロールのもとプロフェッショ
ナルの力を存分に引き出せる。自分が関わる仕事のみならず、社内外から相談
を受けるなど、コーディネーターとして豊富なスペシャリストのネットワークを
もっている。あらゆる表現メディアに対してアサインの助力ができる。

映像制作
映像全般の知識を有し、企画・シナリオ・絵コンテなどプリプロダクション工程で構想された方針に基づき、映像表現上の構
成・演出を行う力。撮影（プロダクション工程）・編集（ポストプロダクション工程）・その他映像技術を用いて制作し、適切な形
で納品できる。

映像制作業務の責任者の指示・監督のもとで、制作・撮影・編集など
のアシスタント業務を行える。

プロジェクト方針によって定められた構成・演出プランをもとに、制作・
撮影・編集を主体的に行い、アウトプットを導ける。映像業務のディレ
クターとしてシニアメンバーの支援のもと、方針設定・意思決定業務を
担当できる。プレゼンテーションを行い、ステークホルダーとの合意形
成ができ、プロジェクトを円滑に進められる。

自ら顧客と交渉し、目的に合った適切な映像制作を提案・遂行でき
る。映像業務のディレクターとして方針設定・意思決定業務を担当で
きる。方針に沿って社内外のプロフェッショナルをディレクションでき
る。独力でプロジェクト化できる実力を有する。

映像表現を生かした、コミュニケーションプランを構築・提案できる。
周辺メディアとの接続を行える。生活者・ユーザーへの価値・体験提
案や、顧客の課題解消に対して、デザインの手法を用いた効果的な映
像を創出できる。他者育成に対し実績を有している。

映像領域において、コミュニケーションメディアの開発・運用、ブランド構築など
の周辺業務で高いパフォーマンスを有する。最終アウトプットの創出のみなら
ず、ユニークな映像表現を開発し、「コンテンツ」「コミュニケーション」に携わる
全ての課題で成果を出せる。自身の映像制作のノウハウを社外に発信し、業界
に貢献できる。組織における映像ディレクター・映像プロデューサーの育成・マ
ネジメントを広い視野で担える。自社の代表的な事例をつくれる。

ライティング
コミュニケーションや体験に最適なライティングを行う力。時に社外ライターとも協力し、必要なQCDでコンテンツのディレク
ションまたは実装ができる。ブランディング・プロトタイピング・デジタルプロダクト・メディア開発など、あらゆるプロジェクト
において、ライティングの技術で貢献できる。

ライティングの基礎能力をもち、上位者の指導のもと、事業・ブランド・
コンテンツ要件から、構造的なライティングができる。また、社外のプ
ロに指示ができる。基礎的な校正ができる。

プロジェクト責任者、顧客に対して、事業・ブランド・コンテンツの要件
を理解し、その提供価値とユーザーのインサイトを結びつけた上で、魅
力形成や体験を豊かにする構成・キャッチ・文章・ラベルが提案でき
る。または社外のプロに指示ができる。校正スキルをもち、校閲的観点
からもミスを防げる。

目的を踏まえて事業・ブランド・コンテンツの要件を理解し、その提供価値とユー
ザーのインサイトを結びつけた上で、魅力形成や体験を豊かにする構成・キャッ
チ・文章・ラベルを制作できる。顧客への提案など、合意形成をリードできる。校
正スキルをもち、校閲的観点からも文責を負うことができる。また、AIの機能と限
界について正しい知識をもち、一部業務の効率化を図ることができる。

事業・ブランド・コンテンツの要件を理解し、体験を豊かにする構成・キャッチ・
文章・ラベルがつくれる。またディレクション、合意形成のリードができる。文責を
負える。プロとして十分な校正スキルをもち、校閲的観点からもリスクマネジメ
ントができる。他職種と連携し、期待を超える提案・成果を出せる。社内外の人
材育成を、OJTと研修の両面から担える。AIへの正しい理解をもち、業務変革の
ためのトライアルを図れる。

知見や経験を生かし、社内外への発信、新たな手法・フレームワーク
の開発などに取り組み、技術の拡張・発展を通して業界を推進できる。

フロントエンド・
バックエンド実装

各種ガイドライン・設計された開発仕様に基づき、フロントエンド開発の実装・量産、またはバックエンド開発のシステム実装
を行える力。テスト計画・設計に基づきテストおよびデバックを実施し適切にフィードバックできる。自身の知見と経験で実装
工程をリードし、開発仕様にとらわれずにプロジェクトにとって有益な提案を行える。

実装に必要な開発言語・環境の知識を有し、シニアメンバーのレ
ビューを受けながら、開発仕様に基づいた実装を行える。

開発仕様のレビューを行い前工程へ適切なフィードバックを行える。
開発仕様に基づいた実装を行える。テスト計画・仕様を実行の段取り
に落とし込み、実装後のテスト・デバックにより期待される品質を担保
できる。

高い専門知識とコミュニケーションにより、内部・外部パートナーとの実
装工程をリードし、品質の評価と管理を行える。開発仕様やプロセスに
とらわれずに有益な提案を行い、プロジェクトに貢献できる。

安全でスムーズな進行のための方針を指し示し、自身の専門領域を
超えて実装工程を推進できる。大規模な開発案件において内部・外
部パートナーの特性・品質・コストを把握し、技術面以外からも実装
チームを牽引できる。

専門領域の知見や経験を生かし、新たな技術や手法の導入や、商材
となるフレームワークの開発に取り組み、組織の対応力の底上げに貢
献できる。

QA（品質保証）

QC（Quality Controls : 品質管理）ではなく、QA（Quality Assurance : 品質保証）。エンドユーザー視点から、プロジェクトの
品質向上に寄与する力。設計段階での機能仕様の確認・評価、テストケースの設計・テスト実行、テスト自動化の検討、テスト
結果と不具合の分析、開発プロセスの見直し・改善、ユーザー（クライアント）からの仕様問い合わせ対応などを推進しながら
プロジェクトのプロセス全体に関わり、成果物の品質向上に貢献できる。

上長やプロジェクト責任者の指示のもと、テストの設計・テストケース
の作成・テスト実行を、必要な報告を適切に行いながら実行できる。

上長やプロジェクト責任者と相談しながら、仕様を把握し、適切な水
準でのテストの設計・テストケースの作成・テスト実行を他者（パート
ナー含む）とともに主体的に遂行できる。QA(品質保証）の手法に関す
る一般的なトレンドは一通り理解できており、適切な方法を用いること
ができる。

プロジェクトの中にQAプロセスを組み込み、見積もりやスケジューリ
ングについてクライアント調整・合意形成を行い、QAプロセスを実行
するための事前準備を実行できる。プロダクト設計段階での仕様の評
価、テスト結果と不具合の分析についても主体的に実施でき、開発プ
ロセスの見直し・改善を、積極的に提案できる。

プロダクト設計段階での機能仕様の確認・評価、テストの設計・テストケースの
作成・テスト実行、テスト自動化の検討、テスト結果と不具合の分析、開発プロ
セスの見直し・改善、ユーザー（クライアント）からの仕様問い合わせ対応などを
推進し、パートナーの開拓含め、QA体制を構築できる。プロジェクトの品質リス
クを早期に発見・フィードバックし、成果物の品質向上に貢献できる。社内での
ノウハウ強化や他者育成に貢献できる。

QAに関する先見的なベストプラクティスを独自に生み出し、プロジェ
クトに応用できる。そのような知見を対外的に情報発信することで、業
界での影響力をもつ。

進行管理
プロジェクト全体、または一部工程の進行・進捗を管理し、顧客や次工程の担当者と合意した期限・品質の達成のために、関
係者間のコミュニケーションのリードと補完を行える力。前後のタスクの関係性や優先度を正しく理解し、状況に応じて柔軟に
調整する能力が求められる。

自身が担当する範囲のタスクの関係性・優先度を理解し、決められた
スケジュールに沿って円滑に進行できる。業務で利用される各種の進
行ツールの概要や仕組みの必要最低限の知識を身につけている。

プロジェクト全体のタスクの関係性・優先度を理解し、状況に応じて柔
軟にプロジェクトを進行できる。案件の生産性を適切にコントロールで
きる。

プロジェクト進行上のリスクを早期に察知し、先回りして行動できる。
関係者間のコミュニケーションをリードし、プロジェクトが円滑に進む関
係性をつくり出せる。高い生産性管理能力を有している。

プロジェクト全体を俯瞰的に捉え、品質・リスク・期限・コストなどの顧
客との優先度調整の交渉を主体的に行い、プロジェクト全体の進行を
推進できる。高い生産性管理能力を有している。

大規模案件、またはメディアを横断し、役割の異なる複数社が関わる
プロジェクトの進行を推進できる。高い生産性管理能力を有している。
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経営戦略策定・
実行支援

顧客の経営活動の総体を捉え、デザインを活用した成長戦略を立案し、実行を支援する力。人・価値・お金・情報・データ・技
術・物の流れをつかみ、あらゆるステークホルダーと協働し、顧客企業組織の持続的な発展に寄与できる。

経営活動の概要を理解し、何が問題であるかを理解できる。PLやBS
などの会計・財務に関する基本的理解があり、バリューチェーンやサ
プライチェーンなど、企業活動を把握し対応するための一般論的な枠
組みを理解している。

顧客の経営課題を捉え、スーパーバイザーと相談しながら提案書をま
とめられる。デザインとビジネス双方の論点をつなげ、生産的な会話
を進められる。

独力でプロジェクトプランを示すことができる。顧客経営者に伴走し
成果を上げられる。中長期の経営観点から、事業ポートフォリオの総
体を視野に入れた仮説構築や提案を行える。事業開発・組織開発・
マーケティング・ブランディングなど自社内の各プロジェクト責任者
と連携し、成果を最大化できる。

経営支援の成功例を複数生み出している。実践を通して、自社のソ
リューション（事業開発支援・組織開発支援・マーケティング・PR支
援・ブランディング支援など）を横断的に更新し、自社の価値創造の
発展に貢献できる。

デザインを経営に生かす新しい知見を創出し、業界を推進できる。企
業組織がどうあるべきかを社会・産業界に提言し、デザイン業界を超
えた影響力を発揮する。

事業開発支援

社会変化の動向を踏まえ、環境価値、社会価値、経済価値を実現するためのビジネス要件をプロジェクトゴールに落としこみ、
事業開発に向けた力強い方針を示す力。顧客にとって有益な改善・革新の活動をデザインの立場から支援できる。事業検討
の諸要素（業務オペレーション設計、価格設計など）に対して、実行力をもった支援を継続的に行える。加えて、顧客だけでな
く「市場」に対して新しい価値の提案を行うためのコンピタンスをもつ。

顧客のビジネスモデルを理解し、事業について何が問題かをおおよそ
スムーズに理解できる。一般的な事業開発の悩みやよくある課題を理
解している。

顧客のビジネス課題を理解し、スーパーバイザーと相談しながら提案
書をまとめられる。各種情報や調査結果などから、事業の成功要因や
成長課題に関する自分なりの仮説を提示できる。

独力で顧客のビジネス課題を解決する効果的なプロジェクトプランを
示すことができる。顧客責任者の良い議論相手となれる。顧客責任者
からのビジネス課題に関する質問に即時回答ができる。

自社のケーパビリティにとどまらない事業戦略提案ができ、実行までの
プロセスを示し、継続的に実行・伴走できる。顧客企業を取り巻く社会
変化の動向を踏まえた業界課題について高いレベルで議論できる知
見をもつ。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

社会・市場の変化を捉え、価値ある先見的なビジネスモデルを示し、
具体的な実行プランに落とし込み継続的な実行支援ができる。単発
の事業開発支援にとどまらないイノベーション・マネジメント視点で顧
客を長期的成功に導く伴走ができる。ビジネスに対する先見的インサ
イトを社内外に発信し業界での影響力をもつ。

組織開発支援
経営・事業の問題解決や、組織メンバーの発展性や関係性に焦点を当て、組織成長や変革を支援する力。MVV、組織風土、
業務改革、事業創出、人材開発、組織設計、EXデザイン、デザインオペレーション等の論点に対して、包括的・長期的視点か
ら具体的なアクションを設計し、顧客の自律的な問題解決力を高めながら実行を支援する。

組織開発の基本概念を理解し、一般論的な組織課題を把握している。
プロジェクト責任者の指導のもと、組織調査や研修、ワークショップの
ファシリテーションなど業務のサポートを行える。

顧客の組織課題に仮説を立てられる。仮説に基づき、顧客からの質問
や相談に対して適切な情報提供と建設的な対話を行える。スーパー
バイザーのサポートのもと、組織調査の実施や結果分析を行い、一部
施策の推進をリードできる。

顧客の経営・事業の戦略・課題と連携したプロジェクト提案ができる。
社内のケーパビリティを活用し、組織調査、課題抽出、施策の提案・推
進を、顧客側のステークホルダーを巻き込みながら主導できる。組織
の持続的成長を見据えた中長期ロードマップの策定を支援できる。

複雑な組織課題に対して、組織状況の診断・分析、人事制度構築、組織風土改
革、カルチャー醸成など、施策を提案・推進できる。デザイン領域外の専門家な
ど社内外のリソースとケーパビリティを活用した複合的な施策を提案・実施でき
る。長期成果を見据えて顧客組織内のステークホルダーを効果的に巻き込み
ながら、経営層の参謀として組織変革を支援できる。

社会・市場の変化、事業の成長段階を踏まえ、経営層と継続的な信頼
関係を構築し、組織戦略・施策に伴走できる。組織課題に対して、社内
外のケーパビリティを活用し、他分野の課題（事業開発など）への提案
を行える。業界に影響を与える新たな価値を創造し、発信することで、
組織開発支援のあり方を進化させられる。

マーケティング・
PR支援

商品・サービスの興味喚起から購買・継続・紹介等に至るカスタマーサクセスのプロセスを計画し、成果創出のための戦略を
立案できる。各種ITソリューションや情報メディアを活用・実装した上で、成果指標達成に向け継続的に顧客に伴走できる。
顧客の優位性を構築・維持するために、ステークホルダー（生活者・従業員・求職者・株主等）とのコミュニケーション方針や
PR（パブリック・リレーション）方針を策定し、成果を上げられる。

提示された問題・課題が理解でき、業務を補助できる。自社のケーパ
ビリティや提供ソリューションを、顧客の問題・課題に即した形に言語
化できる。プロジェクト責任者の指示のもと、部分的な業務を実行でき
る。

一般的なマーケティング戦略のセオリーを理解しており、顧客の顕
在・潜在的な問題を論点化・整理できる。デジタルマーケティングに
関する最新知識を有しており、必要なツールやソリューションを提案
できる。必要な調査を企画・実行でき、プロジェクト責任者を補佐でき
る。

マーケティング・PRに関するプロジェクトを顧客に提案したり、実行指
揮を執れる。必要な成果に向けて指標を設定し、アナログ・デジタル
を問わず投資効果に合った最適なメディア活用を提言できる。インサ
イドセールスのプロセスを設計できる。マーケティング・PRに関する
アウトプットの方針を立て、制作物のディレクションを行える。

自社のケーパビリティを最大限に発揮できるような、マーケティング・
PRに関するソリューション（自社独自のプロセスやフレームワーク等）
を構想し、成果をもたらせる。マーケティング・PR分野に関して、他者
（社内外）を積極的に育成し、技術向上に貢献できる。

マーケティング・PRに関する顧客企業の中期計画を立案でき、事業
部長および経営者レベルと継続的に伴走できる。マーケティング・PR
の視座から顧客企業の組織をどう変革するかを提言できる。マーケ
ティング・PRに関する広く普遍的なプロセスやフレームワークを業界
に向け提言し、自社のプレゼンスを向上させられる。

ブランディング支援

顧客のステークホルダーの「認知」をデザインし、顧客に優位性をもたらす力。コミュニケーションメディアの具体化だけにと
どまらず、社会、企業、事業、商品・サービスなど複数の視座から「企業のビジョンやパーパス」「優位性を生み出す認知」「認
知を強化するUX」「優位な認知を届けるための組織行動やしくみ」「組織行動を最適化する成果指標」を企画し、優位性を実
現することができる。アウターブランディングだけでなく、インナーブランディングも含む。

提示された問題・課題が理解でき、業務を補助できる。自社のケーパ
ビリティや提供しているソリューションを、顧客の問題・課題に即した形
に言語化できる。プロジェクト責任者の指示のもと、部分的な業務を
実行できる。

一般的なブランド戦略に関する知識を有しており、顧客に説明できる。
顧客の顕在・潜在的な問題を、ブランドの観点から論点化・整理でき
る。調査やワークショップを企画・実行でき、プロジェクト責任者を補
佐できる。

ブランディングに関するプロジェクトを顧客に提案し、実行指揮を執
れる。成果に向けて指標を設定し、最適なUXやその中でのメディア活
用（アナログ・デジタル問わず）を提言できる。アウトプットの方針を立
て、制作物のディレクションを行える。

顧客が抱える企業ブランド、事業ブランド、商品・サービスブランドを、戦略的に
統合管理する方法を立案し、実現に向けて伴走できる。一貫性のある認知・体
験を与えるためのしくみ（デザインシステムやブランドガイドライン）の整備にも
貢献できる。顧客経営者と企業ビジョンやパーパスを構想し、組織内の自分ごと
化を促進する活動を行える。

デザイン経営の視点から、ブランド構築に向けた中長期的な施策やそ
の投資効果について、顧客経営者に提言し実行を補佐できる。ブラン
ディングに関して社会的に注目される事例を生み出せる。ブランディ
ングに関する広く普遍的なプロセスやフレームワークを業界に向け提
言し、自社のプレゼンスを向上させられる。

ウェブガバナンス
構築支援

経営・事業計画を踏まえ、顧客がもつ情報資産をさまざまなステークホルダーに向けて適切な情報として整理し、将来のある
べき情報群・サイト群として構想・設計する力。適切なガバナンスラインを見極め、エンタープライズアーキテクチャのフロン
ト要件を理解し、業務・組織の見直しを含めた実行計画としてプロセス化し推進できる。リーガルリスクやシステム制約など、
設計・推進にあたってウェブサイトに関連するさまざまな知識、知見を有している。

プロジェクト責任者の指示のもと、自身の担当する範囲でガバナンス
策定に関連する与えられた業務を遂行できる（調査実施、ドキュメン
テーションなど）。

プロジェクト責任者監修のもと、自身の担当する範囲で、顧客の現状
から、ウェブガバナンスの必要性、強度、範囲などを判断し、あるべき
ウェブガバナンスを検討し、有意な提案をまとめられる。

顧客の現状から、自身の担当する範囲における、あるべきウェブガバ
ナンスを検討し、独力で提案し案件化できる。ウェブガバナンス策定
プロジェクトを自身の専門性の範囲で推進できる。

複数の国や地域を対象としたグローバルプロジェクトや、複数の事
業・ブランド・部門のウェブガバナンス策定プロジェクトにおいて、自身
の担当する範囲の業務について、計画・実施・推進を遂行できる。ま
た、それらに関して他者育成の実績がある。

複数の国や地域を対象としたグローバルプロジェクトや、複数の事
業・ブランド・部門のウェブガバナンス策定プロジェクトにおいて、自身
の担当する範囲の業務について計画・実施・推進を、マルチベンダー
をコントロールする立場で遂行できる。保有する知見により業界をリー
ドしている。

技術戦略立案
顧客の業務を機能要件・非機能要件に落とし込み、課題解決のためのシステムを構想・設計する力。プロジェクトに応じた技
術選定・調達をし、実行計画を立案できる。開発案件におけるリスクポイントを理解し、適切な落としどころに向かえるようプ
ロジェクトを支援する。技術資産・データ資産の横断的な利活用と企業課題を結び付け、実効性のある計画を立案する。

プロジェクト責任者の指示のもと、採用技術・導入サービスや開発方
針の提案をサポートできる。（調査実施、ドキュメンテーションなど）

プロジェクト責任者の支援を受けながら、主体的に技術・システム面
での提案方針を検討し、フィジビリティ・効果・コストなどに考慮した提
案内容にまとめられる。

立場や役割にとらわれず、自身の知見や経験を生かして技術・システ
ム面からプロジェクトを支援する提案を行い、プロジェクト化できる。

プロジェクト要件から技術・システムによる支援計画を立案し、プロ
ジェクト全体の計画にシステムパートのプランを組み込み最適化でき
る。採用技術・導入サービスに応じた内部・外部パートナーの最適な体
制を構築できる。当該技術に関して他者育成の実績がある。

技術・システムによりプロジェクト全体を支援することができる。プロ
ジェクトプランを作成し、タスク設計・見積もりを含めた提案作業を
リードできる。技術・システム面での支援によりプロジェクトと自社の価
値を向上させられる。技術視点で有意な知見を業界に提供している
事実がある。

人材開発支援

組織戦略の実現と目標達成に向けて、デザインの視点もしくは実践力をもって新規事業創出やDX推進に携わる人材の育成
施策を開発・実行する力。組織メンバーに必要な知識・スキル・コンピテンシー・信念を提供し、個々人の独創性と成長を支援
する。経営や業務でデザインの視点や方法論を活用するための能力開発とモチベーション向上を促進し、企業全体の成果創
出へとつなげられる。

人材開発の基本概念や手法および一般的な組織課題を理解し、デザイン能力
やマインドセットの重要性を認識している。一般的な方法論等を理解した上で、
施策の企画・運営補助ができる。プロジェクト責任者の指導のもと、資料作成
や準備、受講者対応、アンケートの実施と集計、ヒアリングのログテイクなど、実
務面でのサポートを円滑に遂行できる。

単発の育成施策を提案できる。顧客の課題やニーズに合わせて既存
の人材育成施策を適切に調整の上、提案できる。スーパーバイザーの
サポートのもと、基本的な分析や行動変容を踏まえた小規模な育成
施策の推進をリードできる。

顧客の潜在課題やニーズを見極め、複合的な活動を独力で提案できる。デザ
イン能力やマインドセットの重要性を顧客の事業戦略や組織風土と関連付け
て説明できる。社内のリソースやケーパビリティを活用しながら施策を推進し、効
果測定と分析を通じた継続的な改善を行える。顧客組織内のステークホルダー
を効果的に巻き込みながら推進できる。

組織全体の人材戦略に基づき、組織の成長段階や成熟度に応じた長期的な施
策の提案ができる。育成施策とキャリア開発の成果を事業目標に連動させ、デ
ザイン領域外の専門家と協働するような体系的な施策を提案・実行できる。長
期成果を見据えた継続支援を提供し、顧客側のステークホルダーを効果的に
巻き込むとともに、社内外の人材開発担当者の育成を担える。

経営層に対して社会・市場観点を踏まえた提案ができる。働き方の変化など、デ
ザイン以外の論点も組み合わせた先進的な提案ができる。新たな知見を創出
し、対外的に発信することで業界に影響力を発揮できる。デザイン業界の枠を
超え、広く社会・産業界に向けて組織や人材に関する新たな知見を生み出すこ
とで、社会全体の創造性を高める影響力を発揮する。

プロジェクト
プランニング

価値創造・問題解決のためのプロジェクトを計画し、プロセスの設計、タスクの設計、手法の選択、スケジュール作成、見積も
り作成等ができる力。顧客にとっての最適なQCDを提示できる。社内外に適切にネゴシエーションできる。必要な人的資源
（社外メンバー含む）の見積もり、メンバーアサイン、状況に応じたチームビルディングを行える。

プロジェクト責任者からの指示方針をもとにプロジェクト設計の要件
をチームで固めた上で、それを実現するために適切な形で情報を収
集し、提案書に落とし込める。リスク管理およびコンプライアンス遵守
の観点をもち、契約に関する基礎的な知識をもっている。

プロジェクト責任者の支援のもと、顧客から提示された与件から目的達成のた
めの要件を定義し、プロジェクトのプランニング（スコープ設計、タスク設計、手
法選択、スケジュール作成、見積もり作成等）を行い、必要な人材のアサインが
できる。リスク管理およびコンプライアンス遵守の観点からプロジェクトに適切
な契約形態を選択できる。

顧客から提示された与件・要件の本質的な問題・課題を分析して、自
社ケーパビリティやメソッドを生かし独力で要件を定義し、プロジェク
トプランニングと社内外含む最適な体制構築をリードできる。リスク管
理、コンプライアンス遵守に加え、知財活用等の観点からプロジェクト
に最適な契約形態を選択できる。

顧客から提示された与件・要件の本質的な問題・課題を社会および
顧客の現況や周辺情報から分析し、幅広いプロジェクトを計画でき
る。前例や経験にとらわれない柔軟なプロジェクトプランニングと体
制構築ができる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担え
る。

顧客から提示された与件・要件の本質的な問題・課題を社会および
顧客の現況や周辺情報から分析し、難度の高い大規模なプロジェクト
を計画できる。さらにその知見を社会に還元し、業界をリードする立場
にある。

プロジェクトリード
プロジェクトのあらゆる場面で、仮説を含めた最適解を自ら提示し、プロジェクトを前進させる力。社内外メンバー（顧客含む）
にベクトルを示し、共創できる。メンバーの動機付けを行い、ポジティブで創造的な文化をつくり出せる。

プロジェクトメンバーとして、プロジェクトの目的・与件・ゴール・プロセ
ス・体制を理解できる。プロジェクト責任者に、プロジェクト品質を高め
るための提案を行い、成果を上げられる。

スーパーバイザーのレビューを受けながらプロジェクトの責任者として
適切なアクションプランとゴールを示し、遂行ができ、成果を上げられ
る。顧客へ、プロジェクト前進に貢献する提言を行い、顧客のアクショ
ンにつなげられる。

独力でプロジェクトのチームメンバーに前進するための具体的なアク
ションとプロジェクト全体像のゴールを示し、プロセスをリードして成果
を上げられる。顧客担当者から強い信頼を勝ち得ている。

プロジェクト遂行に必要な顧客組織人材を巻き込み、プロジェクトの
成果をより広いレベルで波及させられる（結果的により広いプロジェク
トにつながる）。社内だけでなく顧客に対しても、強い推進力を有して
いる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

プロジェクトリードとしての役割を他メンバーに委任した上で適切にプ
ロジェクト状況を把握し、顧客も含めた複雑な組織力学の中で、ゴー
ルに向かうためのモチベートや軌道修正支援を行える。顧客マネジメ
ント層に対しても、強い推進力・影響力を有している。

プロジェクト
マネジメント

プロジェクトの総合的な責任者となれる力。ビジネス要件からプロジェクト立案を行い、ゴールまでの推進・進行を指揮でき
る。チーム全体の采配・指導だけでなく、発生する課題に対して適切な対処ができる。リスク管理（稼働・利益・タスク・スケ
ジュール）と、クオリティ管理を実施できる。なお、レベル3までは社内や自社商流上で完結する、比較的低リスク・小中規模
案件が該当。レベル4以降は自社商流にないベンダーのコントロールや複数プロジェクトを束ねるような高リスク大規模案件
が該当する。

プロジェクト責任者のもと、プロジェクトマネジメントに必要なタスク
を問題なく遂行できる。プロジェクトマネジメントの実践に必要な原
理や原則について概要レベルで理解できている。リスク管理とクオリ
ティ管理に関する基礎的な知識をもっている。

スーパーバイザーのレビューのもと、プロジェクトゴールまでの計画を
策定し、具体項目（タスク設計（WBS）・スケジュール作成・費用見積
もり）に分解した上で、プロジェクトマネジメントの遂行ができる。リス
ク管理とクオリティ管理を行える。

社内メンバーが中心のプロジェクトにおいて、独力でプロジェクトゴー
ルまでの具体的な計画を策定し、タスク設計（WBS）・スケジュール作
成・費用見積もりに分解し、プロジェクトマネジメントの遂行ができる。
リスク管理とクオリティ管理を適切に実施できる。

社外リソースを含めた中・大規模なプロジェクトにて、ゴールまでの計
画を策定し、遂行できる。イレギュラーな事態に対して、適切なタスク
の組み替え、体制変更などにより、柔軟にプロジェクトを再設計し、実
施できる。他の模範となる成果を出せる。社内外の人材育成を、OJT
と研修の両面から担える。

複雑なステークホルダーが関連する大規模プロジェクトのマネジメ
ントを遂行できる。プロジェクトが大きな成果を出し、社内外で高く評
価される。社外に登壇、情報発信するなど影響力をもつ。スーパーバ
イザーとして複数プロジェクトに参画し成果を上げられる。

コ・クリエーション

プロジェクトやワークショップなどの設計、利害調整、インセンティブ設計などの手法を活用し、異なる立場や背景をもつス
テークホルダー間の対話を促進し、ひらかれた価値創造の場をつくり出し、合意形成に導ける力。インクルーシブデザインや
コ・デザインの考え方に基づき、組織やサービスの社会的責任とビジネス双方の観点から物理的・認知的・心理的なアクセシ
ビリティを担保した共創環境の設計と実行ができる。

ワークショッププランニングの基礎的な流れを理解しており、社内外で
のワークショップのファシリテーションサポートが定常的にできる。イン
クルーシブデザインやコ・デザインに関する基本知識を有している。

目的に沿ったワークショッププランニングを必要な関係者と調整しな
がら自ら設計でき、定常的にワークショップのメインファシリテーション
を務められる。インクルーシブデザインやコ・デザインを取り入れたプ
ロジェクトを提案できる。

プロジェクトの適切なタイミングでワークショップを組み込み、意図し
た成果を出せる。ワークショッププログラムの策定において、適切なイ
ンストラクションを設計でき、即応性の高いファシリテーションができ
る。プロジェクトにインクルーシブデザインやコ・デザインを取り入れ、
多様な人々との共創機会を創出できる。

意思決定権者である経営者や行政官と対話し、共創プロセスをリード
することで意思決定に影響を与えられる。組織内の利害対立や意思
統一に対して、具体的な成果を上げられる。インクルーシブデザイン
やコ・デザインを取り入れ、サービスの可能性を広げられる。社内外の
人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

複数企業同士、利害対立する生活者、労使間、行政課題等のさまざま
な利害関係の対立するステークホルダーの対話を促し、共創・包摂プ
ロセスを通して、社会の視座から見て際立った発展的・創造的な解決
策を導き、成果を上げられる。コ・クリエーションの知見を社会に還元
し、業界をリードする立場にある。

ネットワーキング
デザインプロジェクトをつくり出す力。協働する力。ネットワークを多様にもち、自社やプロジェクトにそれらを活用できる力。
社会のデザイン価値拡大のために広いネットワークを構築できる力。

定常的に外部関係者とのリレーションをもち、ネットワークを広げる活
動を実践している。社会においてデザインの価値を向上させるネット
ワークを複数有している。

自身の保有パートナーでは対応できない際などにおいても、プロジェ
クト責任者を含む社内メンバーに協力を仰ぎ速やかに適切なパート
ナーをアサインできる。自身のネットワークからデザインに関する相談
が複数来ている。

複数パートナーの中から適切に選定・アサインすることができ、トラブ
ルなく業務推進ができる。自身のネットワークから有益な情報をコン
スタントに社内展開している。自身のネットワークからデザインに関す
る相談が定常的に来ている。

単一業種だけではない幅広い社外協業先ネットワークをもち、主体的に社内メ
ンバーへパートナー情報を紹介でき、業務成果を出せる。パートナー活用の相
談先として定着している。自身のネットワークから定常的に社内にプロジェクトを
展開できる。自身からパートナーに働きかけ、組織、社会変革のための有益な共
創関係が築ける。

自身のネットワークから、自社の未来を創造する新規領域業務を創出
せる。自社事業領域外の案件も複数のパートナーネットワークから
チーム組成を行い、プロジェクトを推進できる。自身のネットワークに
おいて、市場における自社のプレゼンス向上に寄与する活動を行い、
成果を上げている。

アカウントリレーション

新規顧客の創出や、既存顧客との継続的な伴走など、幅広くリレーションを構築する力。顧客やリードに対して、適切な問題・
課題把握とそれに対応する情報提供や提案を経て、自社への期待・信頼を得ることができる。既存顧客へは、潜在的なプロ
ジェクトリスクに迅速に対応し、信頼につなげられる。信頼関係を長期的に築き、取引終了後も伴走し価値を提供し続ける。そ
のための情報管理や社内連携を行うことができる。

上長やプロジェクト責任者の補助のもと、顧客の課題理解と提案、プ
ロジェクトリスクの察知および対応など、基本的な顧客対応ができ
る。社内メンバーに対してアカウント管理の視点から業務を支援でき
る。

顧客の課題理解と提案、プロジェクトリスクの察知および対応など、基
本的な顧客対応ができる。顧客対応に関する情報を社内関係者と共
有し、組織的な提案に貢献できる。新規リード創出のための未取引客
へのアプローチや、既存顧客へのリテンション活動を実践できる。

顧客の潜在ニーズや自社の潜在リスクを察知することができ、担当顧
客に対して体制構築を含め実行プラン・改善策の提示ができる。複数
の顧客や潜在顧客から高い信頼を得ている。リードナーチャリングやリ
テンションに必要な施策の企画から実行管理までを行える。

既存・新規問わず、顧客から信頼され、全社横断的なプロジェクト創出を定常
的に行える。既存顧客へ付加価値が高い提案を継続的に行い、顧客の活動ス
テージを上げるような貢献ができる。顧客から定期的に相談が寄せられる。リー
ドジェネレーションやリードナーチャリング、リテンションなどの手法を発展的に
活用し、業務水準を向上させられる。

大規模プロジェクトや抽象度・難度が高いプロジェクトにおいて解決
に向けたプロジェクトを構築し、推進できる。複数の顧客マネジメント
層と信頼関係を構築できる。アカウントリレーションの知見を発展させ、
それを公開し業界に貢献できる。成果を継続的に生み出し、産業の発
展と社会生活・文化の発展に貢献できる。

ネゴシエーション

金額、スケジュール、契約内容、プロジェクト要件、技術要件などの各種条件を交渉し、自他含め健全なビジネス環境をつくり
出す力。顧客やパートナーとの適正な業務状況をつくり出すための行動力が身に付いており、「交渉時」以外でも常時発揮さ
れる。「交渉力」のコントロールと、「交渉力」を生かした「交渉能力」の技術を有している。プロジェクト成果に必要な意思決定
に対し、根拠や検討軸を示し、全体最適に向けた働きかけ・調整等の行動が取れる。

上長やプロジェクト責任者の補助のもと、予算・スケジュール・プロ
ジェクト要件など顧客との交渉ができ、問題なく遂行できる。通常業
務における平時対応について問題ない交渉ができる。成果達成のた
めの必要な説明能力を有している。

独力で交渉を進められる。リスクを察知できる。交渉時のポイントを見
分けられ、適正なプロセスで対処できる。プレゼンスコントロールが常
時身に付いている。

交渉のストーリーを独力で描き、実行できる。自身の関わりのない案件
においても他者にアドバイスできる。プロジェクトの内容に応じた適切
な契約形態を選択できる。リスク管理およびコンプライアンス遵守の
観点から、関連する法令（著作権、商標権、特許権など）の基礎的な
知識をもっており、遵法性を意識した合意形成が図れる。

プロジェクト要件の変更、内部事情による体制変更、見積もり変更な
どの発生時、種々の問題発生時にも、顧客に対して適切な説明・交渉
の上、健全な業務環境を維持できる。自身だけでなく他の交渉担当者
に対しても支援できる。

提携交渉、法的対応等、重要な交渉事に対し、役員関与のもと、迅速
で十分な情報収集、分析、交渉ストーリーの設定などを行い、自社に
とって重大な交渉対応を実行できる。

ドキュメンテーション
クライアントプロジェクトおよび社内業務において、調査分析やその他情報収集、他者との連携を行い、有用な資料やコンテ
ンツを作成できる。必要十分な情報量と情報構成、わかりやすい文章表現や図表化を通して、社内外のステークホルダーと
の円滑な情報流通と共創を促せる。

ロジカルシンキングが身に付いている。プロジェクト責任者の視点か
ら「それほど手を加えなくてもよい」水準で資料作成ができる。

「わかりやすく」「内容が事実と相違なく」「校正が十分であり」「引用
や注釈が適切にされている」問題のないプロジェクト資料や社内資料
を独力で作成できる。ロジックツリーやパラグラフ・ライティングと
いった文章作成技法が身に付いている。

資料やコンテンツを作成するにあたり、自身で論旨展開や役割分担を
設定し、他者に指導・連携した上で、「成果達成に向けて十分な品質
を備えた」資料をチームで作成できる。

大規模な行政文書や報告書、ガイドライン等のドキュメントを、社内外
で連携し作成できる。ドキュメントの内容に関してコンプライアンス（法
令遵守、社会規範の尊重）、インクルージョンの観点などを踏まえた十
分な品質担保ができる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から
担える。

社内外、業界の内外を問わず、専門的な知見や重要な暗黙知を収
集・編集し、市場や業界に影響力のある資料やコンテンツを作成でき
る。社外のパートナーや団体と連携して、業界標準の策定に関わるな
ど、新しい価値を創造する活動ができる。それにより自社のプレゼンス
を向上させられる。

マーケティング＆
デザインリサーチ

プロジェクト課題を適切につかみ、そのゴールや目的に応じて適切なリサーチ・評価の計画を設計・立案し、実行する力。リ
サーチ・検証を、定量・定性、マーケティング・UXデザイン、生成的・検証的など、多面的に行える。目的達成に必要なリサー
チとユーザーテストなどをアレンジできる。取得された定量・定性データに対して、リサーチの目的とデータの性質に適した分
析を行い、統計的事実やインサイトなど有益な結果を抽出できる。さらに発展し、社会に有用な問題発見、意味創出に寄与す
る創造的なリサーチ活動の実践によるクリエイティビティを発揮できる。

基本的な各種リサーチ手法や業務の流れを理解し、プロジェクト責任
者の指示のもと、リサーチや検証、分析を実施できる。グラフ・図表等
を含む統計情報や分析結果を読み解ける。必要な報告を適切に行え
る。

プロジェクト責任者と相談しながら、プロジェクトに必要なリサーチ・
検証手法の選択や実施のプランニングを適切に行える。調査結果を
整理し、ロジカルに分析をまとめられる。分析結果から課題を抽出し、
具体的な示唆を導き出せる。

独力でリサーチ・検証手法の選択や実施のプランニングを行える。調
査や分析の設計・実行、有益なインサイトの発見や仮説構築を推進
し、意思決定者を支援できる。リサーチ・検証手法や、AI等の技術や
データ活用のトレンドを押さえており、社内の相談にも適切に回答でき
る。

「厄介な問題」の解決を目指すような難度の高いプロジェクトにおい
て、適切に情報収集と整理を行い、最適な規模・範囲のリサーチ・検証
手法を選択し、ビジネス成果を出せる設計と遂行ができる。効率的な
リサーチ・検証のためにメンバーに適切にタスクを振り分けられる。社
内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

調査の進め方、分析手法、まとめ方などをカスタマイズ・独自開発す
ることができる。また、独自の視点や分析能力、技術活用にてリサーチ
単独の価値を対内外に発信できる。社会的インパクトのあるインサイ
トを提示した実績を有しており、その知見を社会に還元し、業界をリード
する立場にある。

エンジニアリング
リサーチ

言語仕様や技術トレンドの理解を深め、プロジェクトに必要な技術選定と評価、試作と検証、実現可否の判断、代案の提示が
できる力。

プロジェクト責任者の指示のもと、リサーチを実施し、結果に基づいた
技術面の検討・設計に必要な報告を適切に行える。

プロジェクト責任者と相談しながら、リサーチを実施し、結果に基づい
た技術面の選択肢を提示できる。

機能要件を正しく理解し、独力でリサーチを実施できる。優先度やメ
リット・デメリットを踏まえた複数のアプローチや技術を提示するなど、
リサーチ結果から最適な開発方針を提案できる。

プロジェクト要件に適したリサーチ範囲・方法を検討し、実施を推進で
きる。リサーチ結果を踏まえ、社内で事例のないアプローチや技術で
も積極的に採用し、顧客の課題解決につながる提案できる。

独自の視点や分析能力を発揮し、対外的に技術的な情報発信をする
ことで、自社の提供価値や売り上げの向上・対外アピールに貢献でき
る。エンジニアリングリサーチの教育・指導ができる。

プロトタイピング

プロジェクトの目的に合わせて、最も効果的かつラピッドにプロトタイプを構築し、検証するためのアプローチを設計する力。
価値・フィジビリティ・ルック＆フィールの3つの観点それぞれのプロトタイピングに関する技術や手法に精通し、その中から最
適な方法を組み合わせてプロジェクトに応用できる。構築するだけではなく、顧客課題を踏まえた検証プロセスまで含めて設
計できる。

プロジェクト責任者の指示のもと、プロトタイピングの方法を検討し、
必要な報告を行いながら、適切に実行できる。

プロジェクト責任者と相談しながら、プロトタイプ構築と検証設計を行
える。プロトタイピングのための手法や技術に関する一般的なトレンド
は一通り理解できており、その中から適切な方法を選択できる。

プロジェクトの目的に合わせて、最も効果的かつラピッドにプロトタイ
プを構築し、検証するためのアプローチを主体的に設計し、実行でき
る。プロトタイピングのための手法や技術に関する最新の動向やトレン
ドを把握した上で、最適な方法を積極的に提案できる。

技術面のみならず、ビジネス要件も踏まえてプロジェクトにおけるプロ
トタイピングの位置付けを理解し、顧客課題を踏まえた最適なプロトタ
イピングと検証のプロセスをプロジェクト設計に組み込める。社内のノ
ウハウ強化に貢献できる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面か
ら担える。

プロトタイピングに関する先見的なベストプラクティスを独自に開発
し、プロジェクトに応用することができる。そのような知見を対外的に
情報発信することで、業界での影響力をもつ。

デジタルプロダクト
ディレクション

デジタルプロダクト・メディアにおいて、ユーザー体験を包括的に捉え、利用者にとって使いやすく魅力的なプロダクトやサー
ビスのアーキテクチャの設計・ルック＆フィールの策定、またはその実装ディレクションを行える。最新のテクノロジーやデザイ
ントレンドに関する知識を常時アップデートし、クオリティ管理やデザイナー・エンジニアへのディレクション、組織のメンバー
のマネジメントに貢献できる。

プロジェクト責任者の支援のもと、ステークホルダーやプロジェクトメ
ンバーと円滑なコミュニケーションを行い、対象プロダクト・メディアの
アーキテクチャ設計・インタラクションデザイン・ビジュアルデザイン
をディレクションできる。

アーキテクチャ設計・インタラクションデザイン・ビジュアルデザイン
とそのプロセスのクオリティを担保。ステークホルダーとの合意形成・
社内外のプロダクトデザイナーやエンジニアへのディレクションを担
い、プロジェクトを円滑に進められる。

ビジネスや技術面における要求事項を主体的に咀嚼、ステークホル
ダーとの構造的な関係性を明らかにし、デザインシステムなどの運用
性・拡張性の高い高付加価値のアウトプットを導き出せる。プロジェク
ト内でのUX/UIデザイナーやエンジニアのマネジメントができる。

ビジネスやエンジニアリング分野の専門家とも主体的に連携し、生活
者・ユーザーへの提供価値やビジネス戦略を包括したアーキテク
チャ・デザインシステムを含む世界観の提案・構築を担い、自社の代
表的な成果を残せる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担
える。

プロダクトやサービスの構想段階からコミットし、市場や顧客のニーズ
を的確に捉えた意思決定ができる。多義的にデザインの構想・推進を
行い、自身の手法や方法論を社外にも発信し、業界の発展に寄与する
ビジョンを示す。組織においてもUX/UIデザイナーやエンジニアの採
用・育成・マネジメントを広い視野で担える。

アートディレクション
コンテンツデザインの特性を理解し、顧客課題に対して適切な解決策やコンセプトの立案・提示を行い、魅力的で伝わるコン
テンツを創出する力。成果物の品質担保、コンテンツディレクション、社内外クリエイターへのディレクション、社内のコンテン
ツデザイナーやUX/UIデザイナーのマネジメントに貢献できる。

小規模案件において、顧客の課題を理解し、アウトプットの方針を自ら
提案し、実現できる。

ビジュアルデザインリード、コンテンツリードを主体的に行い、社内外の
クリエイターを方針に沿ってディレクションし、アウトプットを適切に導
ける。効果的なプレゼンテーションを行い、ステークホルダーとの合意
形成を図れる。プロジェクトを円滑に進められる。

顧客の課題を十分に理解・咀嚼し、幅広いアウトプットの引き出しから、
効果の高い解（クリエイティブだけでなくコンテンツ全体）を提案でき
る。プロジェクトチーム内で、社内外のクリエイターのマネジメントが
できる。紙・デジタル等メディアを問わず、適切なアウトプットを提案
できる。

幅広いメディアへの深い理解をもち、表層的なアウトプットのみなら
ず、生活者・ユーザーへの提供価値・体験や、顧客の課題解消の効果
的な解を生み出せる。自社の代表事例をつくれる。独力でプロジェク
ト化できる。どのメンバーと組んでも一定のクオリティが出せる。社内
外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

問題解決や意味創造のために、ブランド戦略立案やコミュニケーショ
ンチャネル設定の段階からチームを牽引し、効果の高いソリューショ
ンを多義的に構想できる。自身のアートディレクションのノウハウを社
外に発信でき、業界に貢献する実績がある。組織の人材育成・マネジ
メントを広い視野で担える。

テクニカル
ディレクション
クオリティ・技術管理

フロントエンド・バックエンド開発の設計・開発工程のプロセスとタスクを理解し、専門的な知識とディレクション能力で進行
をリードできる。課題点や解決方法を提示しながらシステム設計を推進し、システムの品質評価と管理を行える。

設計・開発工程のプロセスとタスクを理解し、全体またはその一部タス
クの進行管理を行える。

設計・開発工程の全体またはその一部のタスクを推進し、アウトプット
品質を担保できる。顧客との合意形成を推進し、プロジェクトを円滑に
進められる。

顧客の課題やシステム要件を正しく理解し、必要な視点や方針を示し
ながら、システム設計の推進を行える。職種と役割を超えてプロジェ
クトメンバーをディレクションし、システムの品質評価と管理を行える。

技術面でのアウトプットのみならず、ユーザーへの提供価値・ビジネス
要件を考慮した運用・管理、システムの提案・構築ができる。組織にお
ける人材育成・マネジメントを継続的に担える。

サービスやプロダクトの構想段階からコミットし、主にシステム面から
プロジェクトを推進できる。組織の人材育成・マネジメントを広い視野
で担える。

エクスペリエンス
デザイン

対象となるコンテンツ・サービス・製品・システムにおけるユーザー体験・カスタマー体験のデザインを行う力。必要な調査・
分析を実行し、得られたインサイトをもとにユーザーの要求を満たすユーザー体験（カスタマー・従業員など）を構想し、実行
に向けたアクションを起せる。

UXデザインやHCDについての基礎的な必要最低限の知識を身に付
けている。プロジェクト責任者の指示のもと、タスクを遂行できる。

基本的なUXデザインの手続きを理解し、主体的にタスクを遂行でき
る。ユーザー調査結果からインサイトを導くための手法（価値マップ作
成 など）や、ユーザーテストによる課題抽出、ユーザーの体験フローの
可視化（ジャーニーマップなど）などを自身で実施できる。

専門的な知識・スキルを有し、サービスやプロダクトにおけるユーザー
体験の構想・設計を推進できる。調査・テスト設計、コンセプト策定を
行い、ステークホルダーへの提案と理解促進に大きく貢献できる。

ユーザー体験構想のためのプロジェクトプランの設計・提案を実行で
きる。顧客提案価値を満たすための、フロントとバック双方の体験設計
ができ、その中のトレードオフ解消に対し、有意な提案ができる。豊富
な知識とスキルを組み合わせ、新しい価値提供の形を生み出せる。社
内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

UXデザインに関する社会的な知見の普及発展を担える。ユーザー理
解のプロセスを経たプロジェクト・製品・事業の企画やデザイン手法
の開発を行い、市場に対して新しい価値を提案できる。顧客の複雑な
業務体系、人事体系、インセンティブ体系等を把握し、最終顧客課
題・経営課題双方を満たす体験設計の解答を示せる。

情報設計
プロジェクトのビジネス要件や定義されたユーザー体験・改善すべき業務上の課題を踏まえ、情報・コンテンツの役割やあり
方・関係性・構造などを総合的に整理・分類・定義を行い、利用者に提供するコンテンツ・インターフェースや業務における管
理方針・フローを設計する力。

情報設計の基本的な手法・プロセスを理解している。プロジェクト責
任者の指示のもと、与えられたインプットから、自身が担当する範囲で
適切にアウトプットできる。

プロジェクト責任者の支援を受けながら、設計業務を社内でリードでき
る。

専門的な設計スキルを有し、アウトプットの目的とゴールをもとに、具
体化のための検討プロセスを独力で設計できる。自身のスキルで主体
的に検討プロセスを遂行し、顧客との合意形成を行える。既存メディ
アやサービスについて情報設計観点での改善示唆を行える。

顧客の課題とユーザーニーズを分析し、アウトプットの役割・ゴールと
成果指標を定義できる。具体化のプロセスを提案し、社内外の検討を
リードしてプロジェクトを推進できる。メンバーのアウトプットへのレ
ビューを行える。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

情報設計による課題解決を高いレベルで実現し、高い評価を得られる
具体的な成果へ導ける。新しい設計手法や概念を積極的に取り入れ、
組織の対応力底上げや業界的な評判に貢献できる。

ウェブアクセシビリティ
ウェブアクセシビリティに取り組む社会的な目的や対象を正しく理解し、国内外のガイドライン・規格の違いや法令についての
知識を有している。プロジェクトにおいて、ウェブサイト構築の全ての工程において専門性を発揮し、メンバーの支援・推進を
行える。

ウェブアクセシビリティに取り組む社会的な目的や対象を理解し、専
門家や推進メンバーの指示のもと、ウェブサイトの構築・運用において
実施するタスクを遂行できる。

ウェブアクセシビリティに取り組む社会的な目的や対象を正しく理解
し、社内外に伝えられる。国内外のガイドライン・規格の違いや法令を
理解し、専門家の支援のもと、ウェブサイトの構築・運用における短期
的な目標達成の支援を計画・実行できる。

専門家の支援のもと、クライアントのビジネス事情などにも考慮した上
で、対象とするガイドライン・規格や達成基準などの方針を策定でき
る。中長期での目標達成の支援を計画し、実行のプロセスを推進でき
る。

あらゆるウェブアクセシビリティ対応プロジェクトの計画から実行まで
を専門的な知見により支援・推進できる。専門家として、ガイドライン・
規格に対応したウェブサイトの試験を実施し、レポートとして改善すべ
き内容を提示できる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担
える。

専門家として、対外的にウェブアクセシビリティの意義や重要性の発
信を続けている。社会や行政に対して、新たな価値の提言や社会実装
の支援を行える。

UIデザイン
利用者にとってわかりやすく、使いやすく、アクセスしやすいデジタルプロダクトのUIをデザインする力。機能要件の理解、
ユースケースとオブジェクトの整理・再構築、汎用性・拡張性・一貫性をもったコンポーネントやビューの設計、実現性を担保
するためのエンジニアとの円滑なコミュニケーション、更新・改定を踏まえたドキュメンテーションを行う能力を有している。

ユーザビリティ・アクセシビリティ・オブジェクト指向UIの設計思想と一
般的なOSのUIガイドラインに関する基礎知識を有している。上位者の
指導のもと、要件をもとにしたUIをデザインできる。目的に応じてUIの
プロトタイピングを行い、使いやすさの検証ができる。

上位者と協業し、要件をもとにしたUIのデザインとUIの意図や仕様の
説明やそのためのドキュメンテーションができる。エンジニアとの実現
性観点のコミュニケーションができる。目的に応じたプロトタイピング
手法の選択と実行ができる。

対象となるデジタルプロダクト全体または部分のデザイン要件の定
義、合意形成などのコミュニケーションをリードできる。エンジニアとの
実現性観点のコミュニケーションが円滑に行える。更新・改定を踏まえ
た仕様やルールのドキュメンテーションができる。

要求分析と定義、要件定義、デザイン、実装などの一連のデジタルプ
ロダクト構築における工程で貢献できる。UIデザインプロジェクトのプ
ラン（工程・手段・期間・体制）作成、品質管理のためのディレクション
を行える。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

専門的価値が社内外で認知されている。新たなデザイン手法や商材
の企画・開発・プロジェクト実施を経て、市場に向けてその成果の発
信・提案を継続的に行える。

エンジニアリング設計
プロジェクトのシステム要件や定義されたユーザー体験、改善すべき業務上の課題を踏まえて、設計方針や手法を提案しな
がら開発仕様に落とし込む力。インタラクションや使い勝手などの機能面と、拡張性・安全性・保守性などの業務面を考慮し
たフロントエンド・バックエンドの仕様を設計し、実装につなげられる。仕様やルールをドキュメントとしてアウトプットできる。

プロジェクト責任者の指示のもと、与えられたインプットから、システム
設計に必要なアウトプットができる。

自身の専門領域における設計知識を有し、プロジェクト責任者の支援
を受けながら、システム設計のプロセスを遂行できる。

前後工程の担当メンバーと、円滑なコミュニケーションのもと仕様検
討を推進できる。エンドユーザーと顧客双方に有益な開発仕様を設計
できる。仕様やルールをドキュメントとしてアウトプットできる。

顧客の課題や開発要件をもとに、プロジェクトに最適な設計方針と検
討プロセスを提案し、高度な開発仕様の設計を推進できる。プロジェ
クトメンバーのアウトプットの評価と管理を行い、プロジェクトの各工程
で設計品質を担保できる。

大規模案件の要件定義・開発仕様の設計など、顧客の課題解決をシ
ステムで支援するための具体に落とし込む検討をリードできる。マル
チベンダー体制での役割分担を超えて、プロジェクトに有益な提案を
行える。アクセシビリティ観点を踏まえた設計やアウトプットの評価が
できる。

コンテンツ
マネジメント

プロジェクト要件からコンテンツの役割・ゴールを定め、生活者・ユーザーへのリーチ方法を含めてコンテンツを企画し、具体
的な成果を提示できる力。リサーチ技術を活用し、タッチポイントに応じたコンテンツ提供手段や集客を検討できる。ステーク
ホルダーを動かすコンテンツを企画し、ライターとも協働し、具体化をリードできる。コンテンツを創出するだけでなく、その効
果測定・ROIの提案等を顧客に行い、「コンテンツ」が成果を上げ続ける計画を提示できる。

プロジェクト責任者の指示のもと、コンテンツ検討に必要なアウトプッ
トができる。

プロジェクト責任者の支援を受けながら、コンテンツ検討に必要なプ
ロセスを遂行し、アウトプットできる。

コンテンツを評価する手法を理解している。具体的な成果やユーザー
への提供手段・集客等を含めたコンテンツを提案し、具体化のプロセ
スを遂行できる。開発体制構築、品質管理、運用管理を行える。

プロジェクトにおけるコンテンツの役割・ゴールと成果指標を定義でき
る。成果を最大化する企画と検討プロセスを提案し、具体化をリードで
きる。アウトプットのレビューを行える。社内外の人材育成を、OJTと研
修の両面から担える。顧客企業が事業成果を達成するための中長期
のコンテンツ運用プランを提示できる。

プロジェクトの要件に応じて提供方法にとらわれないさまざまなコンテ
ンツの提案を行い、具体的な成果へ導くことで高い評価を得られる。
新しい設計手法や概念を積極的に取り入れ、組織の対応力底上げや
業界的な評判に貢献できる。コンテンツマーケティングに関して顧客
マネジメント層の高い信頼を獲得している。

コンテンツデザイン
伝わる、心を動かすコンテンツを、情報を創出・整理し編集的にデザインする力。事業内容、企業ビジョン、顧客が伝えたいこ
とをストーリー・形にできる。コンテンツをゼロ段階から企画・創出できる。また、高速にコンテンツを創出し検証を行えるように
するなど、プロトタイピングにおいても成果を上げられる。

プロジェクト責任者の指示・監督のもとで、支給された情報素材を整
理し、編集的にデザインできる。

支給された情報素材に対して過不足の精査ができ、編集的にデザイ
ンできる。また、そのような業務を遂行するポジションとして方針設定・
意思決定業務を担当できる。

自ら顧客と交渉し、目的に合った適切なコンテンツデザインを提案、遂行でき
る。情報素材の支給を受けずともゼロベースでコンテンツをつくれる。紙メディ
ア・デジタルメディア問わず、コンテンツを創出できる。そのような業務をリード
するポジションとして方針設定・意思決定業務を担当できる。また、AIの機能と
限界について正しい知識をもち、一部業務の効率化を図れる。

社内重要案件を担い、幅広いメディアへの深い理解と、顧客に信頼される品質
とスピードを保証できる。生活者・ユーザーのニーズと顧客の訴求したいポイント
を捉え、編集的なデザイン手法で効果的なコンテンツを創出できる。社内外の
人材育成を、OJTと研修の両面から担える。AIへの正しい理解をもち、生成AIを
活用したプロトタイピングの高速化と検証プロセスの強化を図れる。

コンテンツデザイン領域において、コミュニケーションメディアの開発や運用、
事業開発・運用、ブランド構築など、どのような業務においても高いパフォーマ
ンスを有する。最終アウトプットの創出のみならず、適切なプロトタイピング手法
等にも精通し、「コンテンツ」「コミュニケーション」に携わる全ての課題で成果を
出せる。生成AIと人間のクリエイティブワークの最適な融合を研究し、新たなコ
ンテンツデザインに実験的に取り組み、業界の発展に貢献できる。

ビジュアルデザイン
ビジュアルデザインの知識を有し、課題解決・正確な情報伝達・世界観の確立・価値の探索など、可視化する能力をもってプ
ロジェクトに貢献する力。感性的な価値、意味的な価値を向上させられる。静的・動的などの特性を捉えた、媒体を限定しな
いビジュアル表現ができる。

ビジュアルデザインの基礎能力をもち、上位者の指導のもと、目的に
応じて最適な視覚表現を選定できる。成果物を求められる時間内に
完成させられる。

単独でビジュアルデザインを遂行できる。顧客やユーザーに対してプ
レゼンテーションし、デザインの意図や判断軸の提示など、意思決定
の補助となる言語化を問題なくできる。上位者の管理のもと、検証目
的や条件に即したプロトタイプや、市場流通できる完成度の成果物を
納品できる。

事業戦略やコミュニケーション戦略を、ビジュアルデザインに正しく、
もしくはポジティブに軌道修正するようなレベルで反映できる。ビ
ジュアルデザインの技術によって必要な成果達成に貢献できる。各種
メディアの特性を理解し、領域を横断して魅力的なビジュアルを構想
できる。 独力で市場流通できる完成度の成果物を納品できる。

顧客・自社にとって競合優位になる水準のビジュアルを創出できる。
生み出した成果によって、指名で繰り返し引き合いがありプロジェクト
化できる。社内外の人材育成を、OJTと研修の両面から担える。

自社のビジュアルデザインのケーパビリティ向上の中心人物として機
能している。成果が業界内で広く知られ高い評価を得ている。自身の
成果による、高条件のプロジェクト化が定常的にできる。

ビジュアル
ディレクション

イラストレーターやフォトグラファー、映像クリエイター、スタイリストやヘアメイクなど、複数の職能を動かし成果を上げられ
る。幅広いネットワークをもち、プロジェクトに応じて活用し、適切な指示出しのもと高品質のアウトプットを生み出せる。

プロジェクトゴールを十分に理解した上で、プロジェクト責任者に対
し、どういうプロフェッショナルが必要かを最適な形で提案できる。

プロジェクト責任者から求められるビジュアル表現に応じて社内外の
プロフェッショナルに適切にアサイン、指示（実行補佐）ができる。実
行補佐として成果を十分に上げられる。イラストレーター、フォトグラ
ファー、映像クリエイターに対する知見を有する。

顧客に対して常に目的に合致したプロフェッショナルを提案、アサイン
できる。社内外のプロフェッショナルに適切なディレクションができ、高
品質なアウトプットを創出できる。イラストレーター、フォトグラファー、
映像クリエイター、その他ビジュアル創出に関わるあらゆる表現手段
に対して、解決策を考案できる。

あらゆる表現メディアのプロフェッショナルを提案、アサインできる。適
切なコストコントロールと社外プロフェッショナルの力を十分に引き出
せる。社内の自案件以外でも適切に助言できる。自身のネットワーク
を社内に有効に活用させられる。社内で指導的立場で他者育成に寄
与できる。

すでに評価の高い社外プロフェッショナルをアサインできるリレーションをも
つ。潜在的な人材発掘ができ、適切なコストコントロールのもとプロフェッショ
ナルの力を存分に引き出せる。自分が関わる仕事のみならず、社内外から相談
を受けるなど、コーディネーターとして豊富なスペシャリストのネットワークを
もっている。あらゆる表現メディアに対してアサインの助力ができる。

映像制作
映像全般の知識を有し、企画・シナリオ・絵コンテなどプリプロダクション工程で構想された方針に基づき、映像表現上の構
成・演出を行う力。撮影（プロダクション工程）・編集（ポストプロダクション工程）・その他映像技術を用いて制作し、適切な形
で納品できる。

映像制作業務の責任者の指示・監督のもとで、制作・撮影・編集など
のアシスタント業務を行える。

プロジェクト方針によって定められた構成・演出プランをもとに、制作・
撮影・編集を主体的に行い、アウトプットを導ける。映像業務のディレ
クターとしてシニアメンバーの支援のもと、方針設定・意思決定業務を
担当できる。プレゼンテーションを行い、ステークホルダーとの合意形
成ができ、プロジェクトを円滑に進められる。

自ら顧客と交渉し、目的に合った適切な映像制作を提案・遂行でき
る。映像業務のディレクターとして方針設定・意思決定業務を担当で
きる。方針に沿って社内外のプロフェッショナルをディレクションでき
る。独力でプロジェクト化できる実力を有する。

映像表現を生かした、コミュニケーションプランを構築・提案できる。
周辺メディアとの接続を行える。生活者・ユーザーへの価値・体験提
案や、顧客の課題解消に対して、デザインの手法を用いた効果的な映
像を創出できる。他者育成に対し実績を有している。

映像領域において、コミュニケーションメディアの開発・運用、ブランド構築など
の周辺業務で高いパフォーマンスを有する。最終アウトプットの創出のみなら
ず、ユニークな映像表現を開発し、「コンテンツ」「コミュニケーション」に携わる
全ての課題で成果を出せる。自身の映像制作のノウハウを社外に発信し、業界
に貢献できる。組織における映像ディレクター・映像プロデューサーの育成・マ
ネジメントを広い視野で担える。自社の代表的な事例をつくれる。

ライティング
コミュニケーションや体験に最適なライティングを行う力。時に社外ライターとも協力し、必要なQCDでコンテンツのディレク
ションまたは実装ができる。ブランディング・プロトタイピング・デジタルプロダクト・メディア開発など、あらゆるプロジェクト
において、ライティングの技術で貢献できる。

ライティングの基礎能力をもち、上位者の指導のもと、事業・ブランド・
コンテンツ要件から、構造的なライティングができる。また、社外のプ
ロに指示ができる。基礎的な校正ができる。

プロジェクト責任者、顧客に対して、事業・ブランド・コンテンツの要件
を理解し、その提供価値とユーザーのインサイトを結びつけた上で、魅
力形成や体験を豊かにする構成・キャッチ・文章・ラベルが提案でき
る。または社外のプロに指示ができる。校正スキルをもち、校閲的観点
からもミスを防げる。

目的を踏まえて事業・ブランド・コンテンツの要件を理解し、その提供価値とユー
ザーのインサイトを結びつけた上で、魅力形成や体験を豊かにする構成・キャッ
チ・文章・ラベルを制作できる。顧客への提案など、合意形成をリードできる。校
正スキルをもち、校閲的観点からも文責を負うことができる。また、AIの機能と限
界について正しい知識をもち、一部業務の効率化を図ることができる。

事業・ブランド・コンテンツの要件を理解し、体験を豊かにする構成・キャッチ・
文章・ラベルがつくれる。またディレクション、合意形成のリードができる。文責を
負える。プロとして十分な校正スキルをもち、校閲的観点からもリスクマネジメ
ントができる。他職種と連携し、期待を超える提案・成果を出せる。社内外の人
材育成を、OJTと研修の両面から担える。AIへの正しい理解をもち、業務変革の
ためのトライアルを図れる。

知見や経験を生かし、社内外への発信、新たな手法・フレームワーク
の開発などに取り組み、技術の拡張・発展を通して業界を推進できる。

フロントエンド・
バックエンド実装

各種ガイドライン・設計された開発仕様に基づき、フロントエンド開発の実装・量産、またはバックエンド開発のシステム実装
を行える力。テスト計画・設計に基づきテストおよびデバックを実施し適切にフィードバックできる。自身の知見と経験で実装
工程をリードし、開発仕様にとらわれずにプロジェクトにとって有益な提案を行える。

実装に必要な開発言語・環境の知識を有し、シニアメンバーのレ
ビューを受けながら、開発仕様に基づいた実装を行える。

開発仕様のレビューを行い前工程へ適切なフィードバックを行える。
開発仕様に基づいた実装を行える。テスト計画・仕様を実行の段取り
に落とし込み、実装後のテスト・デバックにより期待される品質を担保
できる。

高い専門知識とコミュニケーションにより、内部・外部パートナーとの実
装工程をリードし、品質の評価と管理を行える。開発仕様やプロセスに
とらわれずに有益な提案を行い、プロジェクトに貢献できる。

安全でスムーズな進行のための方針を指し示し、自身の専門領域を
超えて実装工程を推進できる。大規模な開発案件において内部・外
部パートナーの特性・品質・コストを把握し、技術面以外からも実装
チームを牽引できる。

専門領域の知見や経験を生かし、新たな技術や手法の導入や、商材
となるフレームワークの開発に取り組み、組織の対応力の底上げに貢
献できる。

QA（品質保証）

QC（Quality Controls : 品質管理）ではなく、QA（Quality Assurance : 品質保証）。エンドユーザー視点から、プロジェクトの
品質向上に寄与する力。設計段階での機能仕様の確認・評価、テストケースの設計・テスト実行、テスト自動化の検討、テスト
結果と不具合の分析、開発プロセスの見直し・改善、ユーザー（クライアント）からの仕様問い合わせ対応などを推進しながら
プロジェクトのプロセス全体に関わり、成果物の品質向上に貢献できる。

上長やプロジェクト責任者の指示のもと、テストの設計・テストケース
の作成・テスト実行を、必要な報告を適切に行いながら実行できる。

上長やプロジェクト責任者と相談しながら、仕様を把握し、適切な水
準でのテストの設計・テストケースの作成・テスト実行を他者（パート
ナー含む）とともに主体的に遂行できる。QA(品質保証）の手法に関す
る一般的なトレンドは一通り理解できており、適切な方法を用いること
ができる。

プロジェクトの中にQAプロセスを組み込み、見積もりやスケジューリ
ングについてクライアント調整・合意形成を行い、QAプロセスを実行
するための事前準備を実行できる。プロダクト設計段階での仕様の評
価、テスト結果と不具合の分析についても主体的に実施でき、開発プ
ロセスの見直し・改善を、積極的に提案できる。

プロダクト設計段階での機能仕様の確認・評価、テストの設計・テストケースの
作成・テスト実行、テスト自動化の検討、テスト結果と不具合の分析、開発プロ
セスの見直し・改善、ユーザー（クライアント）からの仕様問い合わせ対応などを
推進し、パートナーの開拓含め、QA体制を構築できる。プロジェクトの品質リス
クを早期に発見・フィードバックし、成果物の品質向上に貢献できる。社内での
ノウハウ強化や他者育成に貢献できる。

QAに関する先見的なベストプラクティスを独自に生み出し、プロジェ
クトに応用できる。そのような知見を対外的に情報発信することで、業
界での影響力をもつ。

進行管理
プロジェクト全体、または一部工程の進行・進捗を管理し、顧客や次工程の担当者と合意した期限・品質の達成のために、関
係者間のコミュニケーションのリードと補完を行える力。前後のタスクの関係性や優先度を正しく理解し、状況に応じて柔軟に
調整する能力が求められる。

自身が担当する範囲のタスクの関係性・優先度を理解し、決められた
スケジュールに沿って円滑に進行できる。業務で利用される各種の進
行ツールの概要や仕組みの必要最低限の知識を身につけている。

プロジェクト全体のタスクの関係性・優先度を理解し、状況に応じて柔
軟にプロジェクトを進行できる。案件の生産性を適切にコントロールで
きる。

プロジェクト進行上のリスクを早期に察知し、先回りして行動できる。
関係者間のコミュニケーションをリードし、プロジェクトが円滑に進む関
係性をつくり出せる。高い生産性管理能力を有している。

プロジェクト全体を俯瞰的に捉え、品質・リスク・期限・コストなどの顧
客との優先度調整の交渉を主体的に行い、プロジェクト全体の進行を
推進できる。高い生産性管理能力を有している。

大規模案件、またはメディアを横断し、役割の異なる複数社が関わる
プロジェクトの進行を推進できる。高い生産性管理能力を有している。
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